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１　本書は、日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に伴い財

団法人北海道埋蔵文化財センターが平成15年度に発掘調査を実施した、森町森川４遺跡の埋蔵文化

財発掘調査報告書である。

２　平成15年度の発掘調査および整理作業は第１調査部第２調査課が担当し、平成16年度の整理作業

は第２調査部第４調査課が担当した。

３　本書の執筆は、村田　大、阿部明義が行い、編集は村田が行った。各章・節などの執筆者は文末

に記している。

４　遺構は調査を担当した調査員がそれぞれ整理した。遺物は土器等およびフローテーション試料を

阿部が、石器・礫等を村田が担当した。

５　発掘調査での写真撮影は各担当の調査員が行い、室内での遺物の写真撮影・焼付けなどは村田が

行った。

６　分析・同定について、下記に委託した。

（種実遺体同定） ㈱パリノ・サーヴェイ

７　石器等の石材鑑定は第１調査部第１調査課花岡正光の指導のもと、村田が行った。

８　出土資料および記録類は、森町教育委員会で保管する。

９　調査にあたっては、下記の諸機関および人々の指導、ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化課

森町教育委員会

八雲町教育委員会

七飯町教育委員会

森町教育委員会：藤田　登・荻野幸男・佐藤　稔・八重柏　誠・山田あや子・本山志郎・渡辺明美

八雲町郷土資料館：三浦孝一・柴田信一

八雲町教育委員会：安西雅希・吉田　力

七飯町教育委員会：（故）石本省三・山田　央

函館市教育委員会：長谷部一弘・阿部千春・佐藤智雄・福田裕二・野村祐一・小林　貢

厚沢部町教育委員会：石井淳平

旧南茅部町埋蔵文化財調査団：坪井睦美・輪島慎二

私設北海道考古学研究所：横山英介
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１　遺構名・遺構図について

（１）遺構名は以下の略号を用い、原則として確認順に番号を付した。なお、発掘区と区別するため、

アルファベッド１文字の略号は森川４遺跡の頭文字「Ｍ」を頭に付している。

ＭＰ：土壙　　　　　　ＳＰ：柱穴状小ピット　　　　　ＭＦ：焼土　

ＭＳ：石組炉

（２）掲載した遺構図等の縮尺は、原則として以下のとおりであり、各図面にスケールを付した。

遺構図　１：40 遺物出土状況　１：20

（３）遺構図にはグリッド線に従って、方位記号を付したものがある。真北はアルファベッドライン

の基線に対して東偏30度36分23秒である。レベルは標高（単位ｍ）を示す。

（４）遺構の規模は以下の要領で示した。なお一部破壊されているものや不明確なものについては、

現存長を「（ ）」で、不明のものは「－」で示した。

土壙……確認面の長軸長／壙底面の長軸長×確認面の短軸長／壙底面の短軸長×最大の深さ

焼土など……確認面の長軸長×確認面の短軸長×最大厚　　　　　　　（単位：ｍ）

（５）出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に以下のシンボルマークで示したものがある。

●・○：土器・土製品　　　▲・△：剥片石器・剥片　　　■・□：礫石器・礫

黒塗りは壙底面出土、白抜きは覆土出土

また焼土等はスクリーントーンで示したものがある。

２　遺物について

（１）掲載した実測図等の縮尺は、原則として以下のとおりであり、各図面にスケールを付した。

復元土器　１：３　　　土器拓影　１：３　　　土製品・石製品　１：２

剥片石器　１：２　　　磨製石器　１：２　　　礫石器　１：３（一部１：４）

（２）石器・土製品・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお破損しているものについては現存

最大長を（ ）で示した。

最大長×最大幅×最大厚　（単位：cm）

３　土層について

（１）基本土層はローマ数字で、遺構の覆土はアラビア数字で示した。

（２）土層の混合状態を表現するために、以下のように表記してある。

Ａ＋Ｂ：ＡとＢが同量混じる。 Ａ＞Ｂ：ＡにＢが少量混じる。

Ａ≫Ｂ：ＡにＢが微量混じる。 Ａ≒Ｂ：ＡとＢはほぼ等しい。

（３）土層の色調には『新版標準土色帖』（小山･竹原1967）を使用し、カラーチャートの番号を付し

たものがある。

ii

記号等の説明
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Ⅰ　調査の概要

１　調査要項
遺跡名：森川４遺跡（北海道教育委員会登載番号　B－15－30）

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査

委託者：日本道路公団北海道支社

所在地：茅部郡森町字森川町317－18ほか

調査面積：1,400㎡

発掘期間：平成15年５月６日～10月24日

整理期間：平成15年10月27日～平成17年３月31日

２　調査体制

財団法人　北海道埋蔵文化財センター

３　調査に至る経緯
北海道縦貫自動車道路（函館～名寄）は、函館を起点として室蘭・苫小牧・札幌・旭川の各都市を

経由し、名寄市に至る総延長488kmの路線である。長万部町国縫IC～剣淵町士別剣淵IC間はすでに供

用され、七飯～長万部間については平成５年11月から建設が進められている。

平成２年４月、日本道路公団北海道支社から事業区間の埋蔵文化財調査に関して北海道教育委員会

へ事前協議書が提出され、協議を受けた北海道教育委員会では、平成２年４月と平成７年11月に所在

確認調査を、平成７年10月以降に試掘調査を実施している。

函館工事事務所の管内に所在する森川４遺跡では、平成13年12月５日に森町教育委員会社会教育課

で、平成14年11月13・14日に北海道教育委員会文化課によって試掘調査が実施され、発掘を必要とす

る面積810㎡が提示された。当該地域における路線の変更は不可能なことから、当センターが発掘調

査を実施することになった。現地調査中に、森川３遺跡に隣接する斜面部と森川側の低地部に包含層

が良好に存在することが確認されたため、斜面部の532㎡、低地部の58㎡を調査範囲に追加し、最終

的な面積は1,400㎡となった。

（村田　大）
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図Ⅰ－１　遺跡の位置（この図は国土地理院発行20万分の１地勢図「室蘭」「函館」を複製、加筆したものである）
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森町森川４遺跡

４　調査の方法
（１）発掘区の設定

森川４遺跡の発掘区は、平成14年度に調査が行われた森川３遺跡の発掘区を延長した。森川３遺跡

の発掘区の設定に当たっては、日本道路公団北海道支社の「北海道縦貫自動車道霞台工事平面図（１）

1,000分の１図」を使用した。工事予定線の中央線上の中心杭であるSTA．341とSTA．342を通る線を

基軸のMラインとし、STA．342を基準に４ｍ方眼を設定した。Mラインと並行に南西へ向かってL、

K、J･･･、北東へ向かってＮ、Ｏ、Ｐ･･･とした。更に、STA．342を通りそれに直行する線を25ライ

ンとし、北西へ向かって26、27、28･･･、南東へ向かって24、23、22･･･とした。この方眼は南端交点

をアルファベットとアラビア数字の組み合わせで呼称する（例：STA．342はM－25）。更に必要に応

じて２ｍ方眼に４分割または１ｍ方眼に16分割し小発掘区とした。２ｍ方眼の小発掘区は杭のある側

から反時計回りにａ、ｂ、ｃ、ｄを付し（例：M－25－ａ）、１ｍ方眼の小発掘区は南端から南西へ

順に１、２、３、４とした（例：M－25－１）。

この方眼の日本測地系による平面直角座標は第ⅩⅠ系で以下のとおり。

STA．341（調査区杭番号Ｍ－25） X＝－212992.559 Y＝26870.290

STA．342 X＝－212906.493 Y＝26819.378

また、測量法の改正に伴い、平成14年４月１日にそれまでの平面直角座標系（昭和43年建設省告示

第3059号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第９号）

が施行された為、世界測地系による平面直角座標を併記しておく。なお、座標の変換には国土地理院

で公開されている座標変換ソフト「TKY２JGD」を使用した。

この方眼の世界測地系による平面直角座標は第ⅩⅠ系で以下のとおり。

STA．341（調査区杭番号Ｍ－25） X＝－212736.076 Y＝26576.902

STA．342 X＝－212650.009 Y＝26525.990

水準測量は北海道茅部郡森町字森川町301－３番地に所在する、２級基準点第H－21号を用いて、

各測量に使用した。

２級基準点第H－21号　H=92.300m

（２）発掘調査の方法
調査範囲は森川右岸の標高88ｍ前後の下位段丘と標高95ｍほどの上位段丘の縁辺部、その間の段丘

崖を含む。下位段丘を「低地部」、上位段丘を「台地上」その間の段丘崖を「斜面部」と呼称して調

査を行った。

試掘調査の結果から、多量の遺物の出土と遺構の検出が予想されたため、調査予定範囲全てを通常

発掘範囲とした。調査に先行し重機により表土、火山灰を除去した。一部、耕作等による削平や撹乱

が見られたが、遺物包含層は良好に残存していることがわかった。

包含層調査

Ⅲ～Ⅶ層の遺物包含層は、調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら、必要に応じてジ

ョレン、移植ごて、竹ベラなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。

遺構調査

包含層調査時に土層の変化により確認された遺構については、その平面長軸と短軸に土層観察用の

壁面を残して掘り下げた。
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Ⅰ　調査の概要

遺物の取上げ

包含層出土の遺物は、発掘区および層単位での取上げとした。出土状況に応じて、小発掘区による

取り上げ、写真や出土状況図の作成など詳細な記録化に努めた。遺構出土の遺物は、遺構上部の自然

堆積層（Ⅲ層・Ⅳ層・Ⅴ層に相当）に包含されていたものについては、遺構および層位を記録して取

上げた。覆土、床面または壙底面出土の遺物は、図面、台帳等に出土位置を記録し、遺構単位で連続

番号を付して取上げた。ただし、調査の都合により、覆土から出土した遺物の一部は、層位ごとによ

る取上げを行っている。 （村田）

（３）土層
基本土層は、平成14年度に当センターが調査した森川３遺跡、平成15年度調査の上台１遺跡での設

定をおおむね踏襲している。Ⅲ～Ⅵ層が遺物包含層である。

Ⅰ層：表土　　黒色～黒褐色（10YR 2/1～2/2）で、しまりは弱く、粘性中。調査前の現況は、段丘

上は畑地の縁辺部、低地は森川の河川敷に相当し草木が生い茂っていた。

Ⅱ層：駒ケ岳火山灰ｄ層〔Ｋｏ－ｄ〕 灰黄褐色～にぶい黄褐色（10YR 6/2～5/3）

1,640年に降下。周辺での層厚は150～200cmにも達するが、森川４遺跡内では100cm程度で、

地形的制約により堆積が薄いところや、流出したところが多いと思われる。上位は細砂、径

0.1～1mm。中位は細砂礫、径0.2mm程度が主体。下位は径0.5mm程度が主体。

Ⅲ層：黒色～黒褐色土（10YR 1.7/1～2/2） 層厚は5～10cm。低地の一部でやや厚みを増すとこ

ろがある。粘性やや強く、しまりはやや強い。木根多く含む。低地は泥炭質で上位に木質が残

存している。下端境界はやや明瞭である。

5

図Ⅰ－３　発掘区設定図



森町森川４遺跡

Ⅳ層：白頭山－苫小牧火山灰〔Ｂ－Ｔｍ〕 灰白色～灰黄褐色（10YR 7/1～6/2）

非常に細かい粒子。層厚は0～8cm。段丘上や斜面など層厚の薄いところでは斑点状に分布し、

窪みなどにやや厚く堆積している。

Ⅴ層：黒色土　　色調は軽石や礫の混入によりやや明度を増す部分がある。層厚は50～60cm程度の

ところが多いが、斜面では土砂堆積層を含めでさらに厚みを増し、低地際の最も厚いところで

140cmに達する。粘性やや強く、しまりは中～強。軽石や礫の混入度や土砂堆積層を境として

細分した。土砂堆積層は、森川が段丘縁辺を開析した際に再堆積したものと思われる。

Ⅴａ：黒色土（10YR 1.7/1）。径1～5mmの軽石を含む層。

Ⅴｂ：黒色～黒褐色土（10YR 2/1～2/2）。径1～10mmの砂・軽石を多く含む層。

Ⅴｃ：黒色土（10YR 2/1）。粘質で、混入物がほとんどない。

Ⅴｄ：黒色土（10YR 1.7/1）。粘質で、径1mm程度の砂を多く含む層。

「土砂１」：Ⅴｂ層とⅤｃ層の間に堆積。Ko-gと濁川火砕流堆積物、砂が混在している。

「土砂２」：Ⅴｃ層とⅤｄ層の間に堆積。Ko-gと濁川火砕流堆積物、砂が混在している。

Ⅵ層：黒褐色～暗褐色土〔漸移層〕 森川４遺跡では、明瞭には検出されなかったが、Ⅶ層やⅨ層

と混在して確認された。

Ⅶ層：黄褐色土（10YR 5/6） 駒ヶ岳火山灰ｇ層〔Ｋｏ－ｇ〕に由来する橙褐色砂質土を多量含む。

層厚は段丘上で10～20cm、斜面では大きく変化する。低地では堆積層は確認できず、流出し

たとみられる。

Ⅷ層：褐色粘質土　　森川４遺跡では検出されなかった。

Ⅸ層：黄褐色ローム層　　　約12,000年前に噴出した濁川火砕流堆積物層である。少なくとも3ｍ以

上の堆積層が観察される。上位は褐色（10YR 4/6）～オリーブ褐色（2.5Y 4/6）を呈し、シル

ト質で均質的である。砂礫層や砂質粘土層などの互層になっている。

Ⅸ層①：オリーブ褐色（2.5Y 3/4） シルト質ローム。

Ⅸ層②：暗オリーブ褐色（2.5Y 3/3） 砂質ロームと軽石。

Ⅸ層③：オリーブ褐色（2.5Y 3/4） 砂質ロームと灰色砂層との互層。

Ⅸ層④：暗灰黄色（2.5Y 5/2） 砂質ロームと小礫層。

Ⅸ層⑤：オリーブ褐色（2.5Y 3/4） 緻密なシルト質ローム。 （阿部明義）

（４）整理作業の方法
現地では野外作業と並行して遺物の水洗、分類、遺物台帳作成、注記作業を行った。注記は小片や

微細なものを除いた遺物に、遺跡名略号（MK４）・遺構名または発掘区・層位名・遺物番号を記入

した。また、石組炉や焼土付近から採取した土壌のフローテーション作業を行っている。冬期の整理

作業で、土器の接合・復元、石器・礫の接合、分析試料の抽出、土器、石器等の実測・製図、計測、

集計、写真撮影、記録類の整理、遺物の収納を行った。 （村田）
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図Ⅰ－４　基本土層模式図・基本土層（47ライン）
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森町森川４遺跡
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Ｉライン土層断面

Ⅲ　　　黒褐色土（10YR 2/1）粘性強、しまりやや強。泥炭質で、特に上位に木質残存。
弾力に富む。繊維多量含む。

Ⅳ　　　灰褐色土（10YR 5/1）〔B-Tm〕しまり中。粒子非常に細かい。
均質的だが、層厚は変化が大きい。

Ⅴ①　　黒褐色土（10YR 3/2）粘性強、しまりやや強。一部脱色が見られる。
やや砂質で均質的。繊維少量含む。

ⅤＳ１　にぶい黄褐色土（10YR 5/3）粘性ややあり、しまり中。
砂－ややシルト質で均質的。

ⅤＳ２　暗オリーブ灰色土（5GY 4/1）～灰土（10Y 4/1） しまり中。
砂－均質的だが、上位は粒径がやや大きい。

Ⅴ②　　黒色土（10YR 2/1）粘性強、しまりやや強。
繊維少量含む。砂礫少量含む。均質的。

ⅤＳ３　暗オリーブ褐色土（2.5Y 3/3）しまり中。
砂－やや粒子大きい。小礫10～20％含む。均質的。

ⅤＳ４　黒褐色土（2.5Y 2/1）しまりやや弱。砂礫層。
砂－径1～20mmで不均質。

Ⅴ③　　黒色土（10YR 2/1）粘性非常に強、しまり強。繊維少量含む。均質的。
ⅤＳ５　暗オリーブ灰色土（5GY 3/1）しまり中。砂－均質的。
ⅤＳ６　オリーブ褐色土（2.5Y 4/4）しまりやや強。

砂－粒子やや大きく、均質的。下部やや脱色が見られる。
Ⅴ④　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性やや強、しまりやや弱。砂礫多く含む。不均質。
ⅤＲ１　黒色土（10YR 1.7/1）礫層。径2～10cmで、5cm程度の礫が主体。

礫の角は丸みを帯びている。小砂礫多量含む。
ⅤＲ２　暗褐色土（7.5YR 3/4）砂礫層。径2～20cmで、10cm程度の礫が主体。

礫の角は丸みを帯びている。鉄分により変色している部分あり。
ⅤＲ３　黒色土（7.5YR 1.7/1）～オリーブ褐色土（7.5Y 4/3） 砂礫層。

径2～20cmで不均質。礫の角は丸みを帯びている。砂礫多量含む。
Ⅴ１　　黒色土（10YR 2/1）粘性強、しまりやや強。

径1～5mmの小礫10％以下含む。均質的。
Ⅴ２　　黒褐色土（10YR 2/2）粘性強、しまり中。小砂礫10～20％程度含む。均質的。
Ⅴ３　　暗褐色～にぶい黄褐色土（10YR 3/4～4/3） 砂が主体。

径2～10mmの礫10％以下含む。不均質。
Ⅴ４　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性強、しまりやや強。小礫少量含む。
Ⅴ５　　暗褐色土（10YR 3/3）粘性中、しまりやや強。砂が主体。

径5mm程度の礫10％以下含む。不均質。
Ⅴ６　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性強、しまり中。小礫多量含む。
Ⅵ　　　黒褐色～褐色土（10YR 3/2～4/4）〔漸移層〕粘性やや強、しまり中。
Ⅴ＋Ⅵ　暗褐色土（10YR 3/3）粘性やや強、しまり中。径1mm程度の砂を多量含む。やや不均質。
Ⅵ＋Ⅶ①　にぶい黄褐色土（10YR 4/3）粘性やや強、しまりやや弱。

径2mm以下の小礫10～20％含む。均質的。
Ⅵ＋Ⅶ②　暗褐色土（10YR 3/3）粘性やや強、しまりやや弱。

径2mm以下の小礫10～20％含む。やや不均質。
Ⅶ　　　黄褐色土（10YR 5/6）しまりなし。径0.1～1mm、均質的。
ⅨＮ１　黄褐色土（2.5Y 5/4）粘性やや強。砂質粘土層。一部明褐色土（7.5YR 5/6）。

径10～20mmの礫含む。不均質。
ⅨＳ１　暗オリーブ色土（5Y 4/4）しまり中。砂－粒径やや大きい。

灰オリーブ土（5Y 4/2）のラミナ状堆積あり。
ⅨＲ１　黄褐色～黒褐色土（2.5Y 5/4～3/2）礫層。径1～20cmで、5cm程度の礫が主体。

大型と小型の礫の重層が見られる。礫の角はすべて丸みを帯びている。
ⅨＳ２　オリーブ褐色土（2.5Y 4/3）砂礫層。径やや大きい。
ⅨＮ２　黄褐色土（10YR 5/6）～オリーブ褐色土（2.5Y 4/6）粘性強、しまり弱。砂質。

径5mm程度の礫をやや多量含む。
ⅨＲ２　黄褐色土（10YR 5/6）～オリーブ褐色土（2.5Y 4/6）粘性やや強、やや砂質。

径2～5cm程度の礫が主体。やや均質的。
ⅨＮ３　黄褐色土（2.5Y 5/4～5/6）粘性やや強、しまり強。砂質。密。鉄分が集積した薄層あり。
ⅨＳ３　オリーブ褐色～暗オリーブ褐色土（2.5YR 4/3～3/3）砂層。

径5mm以下の小礫やや多量含む。やや不均質。
ⅨＲ３　黒褐色土（10YR 3/1）～暗オリーブ褐色土（2.5Y 3/3）やや密。土器含む。

径10mm程度の礫が主体。低地側の礫の径が大きく、山側が小さい。角丸い。
ⅨＳ４　オリーブ褐色土（2.5Y 4/4）砂層。しまり中。やや粘質。鉄分等により、色調やや不均質。
ⅨＳ５　オリーブ褐色土（2.5Y 4/4）しまりやや弱。径5mm以下の小礫やや多量含む。

砂－径やや大きい。
ⅨＲ４　暗オリーブ褐色土（2.5Y 3/3）礫層。径1～10cmで、5cm程度の礫が主体。

44－45ライン土層

Ⅲ上　　黒色～黒褐色土（10YR 1.7/1～2/2）粘性強、しまり中。木根・繊維多量含む。不均質。
Ⅲ　　　黒色土（7.5YR 1.7/1）粘性やや強、しまり中。木根多量含む。
Ⅳ　　　褐色～にぶい黄褐色土（10YR 4/4～5/4）〔B-Tm〕しまりなし。

粒子非常に細かい。色調・密度に差がある。
Ⅴ　　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性強、しまり中。小礫少量含む。
Ⅴａ－ｂ　黒色土（7.5YR 2/1）粘性やや強、しまりやや中。層界やや不明瞭。

径0.1～10mmの砂・軽石10％程度含む。均質的。
Ⅴａ　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性強、しまりやや強。不均質。

径1～5mmの軽石少量含む。B-Tmがブロック状に少量含まれる。
Ⅴｂ　　黒色～黒褐色土（10YR 2/1～2/2）粘性強、しまり中。

径0.1～10mmの砂・軽石10～20％程度含む。B-Tmがブロック状に少量含まれる。
土１ａ　黒褐色土（10YR 2/2）土砂堆積層。粘性やや強、しまりやや強。層界やや不明瞭。

径0.1～10mmの砂・軽石20％程度含む。やや不均質。
土１ｂ　暗褐色土（10YR 3/3）土砂堆積層。粘性中、しまりやや強。Ko-gやや多量含む。

径0.1～10mmの砂・軽石10～20％以上含む。やや不均質。
土１ｃ　黄褐色～褐色土（10YR 5/8～4/6）土砂堆積層。粘性弱、しまりやや弱。層界明瞭。

Ko-gと砂質ローム主体。径0.1～10mmの砂・軽石。不均質。軽石斑点状に含む。
Ⅴｃ　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性非常に強、しまり中。混入物ほとんどなし。均質。
土２ａ　黒褐色土（10YR 3/3）土砂堆積層。粘性中、しまりやや弱。

径2～10mmの軽石やや多量含む。Ko-g多量含む。不均質。
土２ｂ　褐色土（10YR 4/6）土砂堆積層。粘性中、しまり中。Ko-g多量含む。

径2～10mmの軽石やや多量含む。やや不均質。
Ⅴｄ　　黒色土（10YR 1.7/1）粘性非常に強、しまりやや弱。径1mm程度の砂含む。均質的。
Ⅵ＋Ⅸ　極暗褐色～暗褐色土（7.5YR 2/3～3/4）粘性やや弱、しまりやや強。砂質。

鉄分集積により赤色に変化している部分多い。不均質。
Ⅶ　　　黄褐色土（10YR 5/6）しまりなし。径0.1～1mm、均質的。
Ⅶ＋Ⅸ　オリーブ褐色土（2.5Y 4/6）しまりやや弱。砂質ローム。
Ⅸ①　　オリーブ褐色土（2.5Y 3/3～3/4）〔シルト質ローム〕粘性やや弱、しまり中。

鉄分集積により赤色に変化している部分多い。
Ⅸ②　　暗オリーブ色～黒褐色土（2.5Y 3/3～3/2）〔砂質ローム～砂〕粘性弱、しまりやや弱。
Ⅸ②’ 暗褐色土（7.5YR 3/4）～暗赤褐色土（5YR 3/6）

径1mm程度の小礫が主体。鉄分集積により赤色に変化している部分多い。
ⅨＲ２　黒色土（2.5Y 2/1）しまりやや弱。砂質。径2～5cm程度の礫が主体。
Ⅸ③　　オリーブ褐色土（2.5Y 3/4）〔シルト質ローム〕Ⅸ①と同様だが、Ⅸ①より砂質。
Ⅸ⑤　　オリーブ褐色土（2.5Y 4/6）粘質。しまり強。大型の礫を多量に含む部分がある。



Ⅰ　調査の概要

（５）遺物の分類
土器

分類規準は、当センター通有の大別（縄文時代五大別と続縄文・擦文時代にそれぞれⅠ～Ⅶ群を付

す）を踏襲し、主体時期は細分した。

Ⅰ群 縄文時代早期に属する土器群。今回の調査では出土していない。

Ⅱ群 縄文時代前期に属する土器群。

ａ類：縄文の施された丸底・尖底を特色とするもの。春日町式など。

ｂ類：円筒土器下層式に相当するもの。

ｂ－１類：円筒土器下層ａ式に相当するもの。なお直前段階のものも含まれている（Ⅳ章）。

ｂ－２類：円筒土器下層ｂ式に相当するもの。

ｂ－３類：円筒土器下層ｃ式に相当するもの。

ｂ－４類：円筒土器下層ｄ式に相当するもの。

Ⅲ群 縄文時代中期に属する土器群。

ａ類：円筒土器上層式・サイベ沢Ⅶ式・見晴町式に相当するもの。

ｂ類：円筒土器上層式に後続する土器群。榎林式・大安在Ｂ式・ノダップⅡ式・煉瓦台式に相当す

るもの。

Ⅳ群 縄文時代後期に属する土器群。

ａ類：初頭～前葉の土器。天祐寺式・涌元式・トリサキ式・大津Ⅶ群・白坂３式に属するもの。

ｂ類：中葉の土器。ウサクマイＣ式・手稲式・ 澗式併行に属するもの。

ｃ類：後葉の土器。堂林式・「三ツ谷式」・湯の里３式に属するもの。今回出土していない。

Ⅴ群 縄文時代晩期に属する土器群。

ａ類：大洞Ｂ・ＢＣ式に属するもの。今回の調査では出土していない。

ｂ類：大洞Ｃ１・Ｃ２式､聖山Ⅰ式に属するもの。

ｃ類：大洞Ａ・Ａ'式、聖山Ⅱ式に属するもの。

Ⅵ群 続縄文時代に属する土器群。今回の調査では出土していない。

Ⅶ群 擦文時代に属する土器群。今回の調査では出土していない。 （阿部）

石器等

石器は剥片石器類、礫石器類に大別し、形態ごとに分類した。分類の原則と区分を以下に示す。細

分記号は付していない。なお、複数の器種が複合している場合は使用痕の多寡により一方の器種にま

とめている。

剥片石器類

石鏃：押圧剥離により両面が調整され、尖頭形を呈する５cm未満のもの。

ポイント・ナイフ：押圧剥離や平坦剥離によって両面が調整され、尖頭形を呈する５cm以上のもの。

石錐：錐状の突出部が作り出されたもの。

つまみ付ナイフ：抉り状の加工によって、端部につまみが作り出されたもの。

箆状石器：両面が調整された石器で、一端に直線状ないし弧状の刃部が形成されるもの。

スクレイパー：剥離が素材の側縁に連続的に加えられたもの。

両面調整石器：剥離が素材の両面に施されるが尖頭形でないもの。

ピエス・エスキーユ：剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。
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Rフレイク（二次加工ある剥片）：不定形な剥片を素材とし、縁辺の一部に二次加工が認められるも

の。

剥片：石核・石器から剥離されたもので、二次的な剥離が見られないもの。

石核：石器の素材と成り得る剥片を剥離した痕跡があるもの。

原石：石器素材と成り得る礫の内、剥片の剥離が行われていないか、不明瞭なもの。

礫石器類

石斧：打ち欠き・敲打・研磨により形成され、一端に刃部を作り出したもの。

たたき石：敲打痕のあるものの内、持ち運び可能なもの。

すり石：擦り痕のあるものの内、持ち運び可能なもの。

石鋸：擦切技法を用いた石器製作に使用されたもので、断面がV字形の擦面をもつもの。

扁平打製石器：周囲もしくは両端部を打ち欠き、半円または楕円に整形されたもので、縁辺に擦り痕

を有するもの。

扁平打製石器原材：周囲もしくは両端部を打ち欠き、半円または楕円に整形されたもので、縁辺に擦

り痕が認められないもの。石錘に形状が似る。

北海道式石冠：打ち欠き・敲打により、整形されたもので、下面に擦り痕を有するもの。

砥石：凹んだ砥面をもつもの。

台石・石皿：擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、持ち運びが困難なもの。

石製品：加工が加えられた石製の遺物の内、狩猟・採集具および加工具ではないもの。 （村田）

５　調査結果の概要
遺跡は、海岸から２kmほど内陸へ入った森川の右岸河畔に位置する。調査区は標高88ｍ前後の下

位の段丘と標高95ｍほどの上位段丘の縁辺部、及びその間の段丘崖を含む。上位の段丘は森川３遺跡

が隣接し、森川の対岸には森川２遺跡、上台１遺跡、上台２遺跡が続いている。

調査は上位段丘を「台地上」、低位段丘を「低地部」、その間の段丘崖を「斜面部」と呼称して行っ

た。調査区東側の斜面部は森川に開析され、大きく内湾した地形となっている。かつての川の攻撃面

にあたる調査区北側は黒色土（Ⅲ層～Ⅴ層）が厚く堆積しており、最大で1.5ｍに達する。低地部は

偏平礫の帯状の堆積が、現在の森川とほぼ平行して数条見られ、一時期河川の流路となっていたとみ

られる。これらの周辺では、焼土や多量の遺物が出土し、水際での活動の痕跡が顕著にみられた。

当初、調査予定面積は810㎡であったが、調査中に斜面部と森川側の低地部に包含層が良好に存在

することが確認され、遺物も出土することから、斜面部の532㎡、低地部の58㎡を調査範囲に追加し、

最終的な調査面積は1,400㎡となった。

検出した遺構は、大形のフラスコ状ピットを含む土壙８基、柱穴状小ピット２基、石組炉２ヵ所、

焼土５ヵ所で、すべて縄文時代のものである。土壙のうち、MP－５～８はフラスコ状ピットで、台

地上の縁辺部に位置している。最も大きいMP－７は壙底面の直径約２.２ｍ、確認面からの深さが約

２mで、覆土中位から縄文時代中期後半の土器が１個体出土した。MP－２は覆土上位に焼土があり、

その上に直径１cm以下から５cmほどの小礫が1,173点、円形に敷かれていた。覆土の下位は埋め戻し

である。また、土壙の周囲に柱穴状の小ピットが巡っており、何らかの儀礼的な行為が行われた土壙

墓の可能性がある。台地上の遺構は、隣接する森川3遺跡の遺構群と一連のものと考えられる。石組

炉は低地部の黒色土中から２ヵ所が近接して検出された。ＭＳ－１の中には、縄文時代後期前葉のト

リサキ式土器が１個体残されていた。焼土は斜面部のＭＦ－４を除き、低地部の旧河川付近から検出

12
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された。ＭＦ－２からは縄文時代中期の土器に伴って、「石冠様石器」が出土している。

遺物は、24,160点出土した。土器・土製品21,418点、石器等2,742点である。遺構に伴うものは少な

く90％以上が包含層からの出土である。北東側の大きく湾曲した低地部からの出土が多い。土器は縄

文時代前期～晩期のものが出土しており、前期では円筒下層式およびその直前、中期ではサイベ沢Ⅶ

式、後期ではトリサキ式、手稲式、晩期では聖山Ⅱ式（大洞Ａ式）が多い。土製品は土器片再生円盤、

三角形土製品がある。石器は完形で出土するものが多くみられた。剥片石器ではスクレイパー、つま

み付ナイフが多い。礫石器はすり石の多さが特徴的で、扁平打製石器、北海道式石冠、石皿なども出

土している。

（村田）
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Ⅱ　遺跡の位置と周辺の遺跡

１　遺跡の立地と環境（図Ⅱ－１・２）

位置と地名の由来

遺跡の所在する森町は、内浦湾（噴火湾）に面する渡島半島のほぼ中央に位置し、渡島支庁管内茅

部郡に属する。東側は駒ヶ岳山頂から押出沢を境に砂原町と、南側は宿野辺川を挟んで大野町、七飯

町と、南西側は渡島山地を分水嶺として厚沢部町と、西は茂無部川を挟んで八雲町と接し、北は内浦

湾（噴火湾）に臨んでいる。

町名にもなっている「森」は、アイヌ語の「オニウシ」（生えている・木・所－木の多く生えてい

るところ）が和訳されたものである。森町史には「古くから、本町一帯は、実によく樹木が繁茂して

いたと思われる。海岸から見上げる上台方面の緑樹がうっそうとして、あたかも、樹林密生の巨大な

丘とも見たであろう。」と記述されている。「森・川」を意味する「オニウシペッ」は、本来は市街の

西を流れる鳥崎川をさしていたようであるが、現在では市街地付近を流れるやや小規模な河川に「森

川」の名が付されている。

遺跡は、森町市街地周辺部、噴火湾の海岸から約2.5km内陸に入った森川の右岸河畔に位置する。

調査区内は標高88ｍ前後の下位の段丘と標高95ｍほどの上位の段丘の縁辺部、その間の段丘崖を含ん

でいる。上位の段丘に森川３遺跡が隣接し、森川の対岸には森川２遺跡、上台１遺跡、上台２遺跡が

続いている。

遺跡周辺の地形・環境

森町の南東に駒ヶ岳がそびえ立ち、東～北～北西に緩やかな傾斜面をなしている。山麓の台地や平

地には､開析された小谷が所々に形成されている。駒ヶ岳は標高1,131ｍの成層火山で、山頂部の東側

は馬蹄形に火口が崩壊して開いている。これは特に1640年の山体崩壊を伴う激しい噴火の際に形成さ

れたもので､山麓に約２ｍの火山灰（Ｋｏ－ｄ）を堆積させた。それ以前の噴火では、折戸川を堰き

止め大沼などの湖沼を残すなど、有史以来大小の噴火を幾度もくり返しており､現在でも活動が見ら

れる。これらの噴火に起因する火山灰は、道南地域の発掘調査において時期を知る「鍵層」として用

いられている。森川地区では、Ｋｏ－ｄ火山灰が２ｍに達する厚さで堆積しているほか、約6,000年

前に降下したＫｏ－ｇ火山灰が20～30cm堆積している（濁川火砕流堆積物層より上位）。

また遺跡から約10km北北西方向には濁川カルデラ盆地がある。濁川カルデラは約20,000～12,000年

前に噴火し、火砕流台地を形成した後、火口を陥没させカルデラを生成した。その火砕流堆積物が森

町内に厚く堆積している。

森川地区周辺の地形は、全体的には緩やかな傾斜をもつ台地をなしている。渡島山地から北東の内

浦湾（噴火湾）に向かって傾斜する丘陵性地形の縁辺であり、また駒ヶ岳から北西に伸びる平原状の

台地の縁辺部でもある。河川は後背の渡島山地を源にした小規模なものが多く､森川地区周辺には鳥

崎川、森川、中川、尾白内川などの内浦湾（噴火湾）に注ぐ中小の河川がある。森川は森川山（標高

609ｍ）を源とする延長9.7kmほどの小河川である。山地から林間を流れ、森川４遺跡付近でやや緩

やかになり、市街地を貫流している。森川をはじめ、これらの河川に面した河岸段丘上や海岸段丘上

の平坦面には多くの遺跡が確認されている。 （阿部）
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２　周辺の遺跡（図Ⅱ－３、表Ⅱ－１）

森町の遺跡

森町では、平成16年12月現在、43ヵ所の遺跡が登載されている。過去に調査が行われた主なものは、

昭和27年から29年にかけて東京大学駒井和愛による尾白内貝塚の調査があり、続縄文時代恵山式の土

器、石器、骨角器が出土している。尾白内貝塚は昭和55年と平成４年に町教育委員会で調査が行われ

ている。また、昭和30年代から40年代にかけては熊野喜蔵による姫川１遺跡（旧姫川Ａ遺跡）、姫川

２遺跡、森川１遺跡などが調査され、縄文時代前期から中期が主体の遺跡であることが確認されてい

る。昭和38年には市立函館博物館により森川貝塚の調査が行われた。そのほか、町教育委員会によっ

て、昭和46年に蛯谷遺跡、昭和49年に鳥崎遺跡、昭和51年にオニウシ遺跡、昭和59年・平成５年に御

幸町遺跡などが調査され、おもに縄文時代中期から後期の様相が次第に明らかになっている。最近で

は北海遺縦貫自動車道建設工事に伴う調査が継続して実施され、町教育委員会による鷲ノ木４遺跡・

鷲ノ木５遺跡や当センターによる石倉１遺跡・濁川左岸遺跡・上台２遺跡・森川３遺跡など継続中の

ものも含め21遺跡が調査されている。特に平成15年から平成16年に行われた町教育委員会による鷲ノ

木５遺跡の調査では､縄文時代後期前葉のストーンサークルおよび竪穴に複数の墓が検出され、注目

を集めている。

遺跡の分布は、尾白内川中流域と七飯町との境界である宿野辺川流域に数ヵ所の遺跡がある他は、

森町市街地から茂無部川にかけての海岸段丘上と内浦湾（噴火湾）にそそぐ河川沿いに集中している。

この地域の遺跡の時期は、縄文時代中期から後期のものが大半であるが、河川沿いの遺跡は、内陸部

に向かって縄文時代後期を主体とするものが増加する傾向が見られる。続縄文時代の遺跡は、森町市

街地の低位の海岸段丘上に多い。

森川４遺跡周辺の遺跡

「森川」の名を冠する遺跡について簡単に例記する。

森川貝塚遺跡 昭和38年に市立函館博物館により調査が行われた。貝層は二層あり、上層は続縄

文時代、下層は縄文時代前期である。ホッキガイ・ホタテガイ・イガイのほか、ウニなど多種類の貝

殻等が堆積していた。遺物は縄文時代前期の円筒土器下層式・続縄文時代恵山式・擦文式の土器のほ

か、土師器片・須恵器片、鍋・斧・釣針などの鉄器、古銭などが出土した。

森川１遺跡 旧森川Ａ・Ｃ・Ｄの３遺跡を統合したもの。昭和37年～昭和46年の間に熊野喜蔵ら

により調査された。Ａ遺跡は縄文時代前期、Ｃ遺跡は縄文時代前期～中期、Ｄ遺跡は縄文時代中期～

後期が主体である。Ｃ遺跡では、炭化したクリやクルミの実が出土した。

森川２遺跡 森川４遺跡から森川をはさんだ対岸の霞台地区に位置する。北海遺縦貫自動車道建

設工事に伴い、平成14年・平成15年に森町教育委員会により調査が行われた。縄文時代前期後葉・晩

期後葉と擦文文化層があり、その層間に土石流堆積物が厚い層をなしていた。遺構は、晩期聖山Ⅱ式

期の石組炉・集石などが検出されている。

森川３遺跡 森川４遺跡の南東に隣接する。平成14年～平成16年に当センターが調査を行った。

平成14年の調査では、近世の畑跡が調査範囲のほぼ全面に広がり、幅１ｍほどの畝がおおむね同一方

向に作り出されているのが確認された。遺構の主体は縄文時代前期～中期のもので、竪穴住居跡16軒、

土壙86基、石組炉１ヵ所、焼土18ヵ所などが検出されている。竪穴住居跡のうち平成16年に調査され

た３軒は、長軸８～13ｍの大形で、４～８本の主柱穴をもち、周辺に幅５～８ｍ、厚さ30～80㎝の掘

り揚げ土をもつものである。縄文時代前期後半に属する。 （阿部）
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Ⅱ　遺跡の位置と周辺の遺跡
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表Ⅱ－１　森町の遺跡一覧 



Ⅲ　遺構と出土遺物

１　概要
遺構は土壙８基、柱穴状小ピット２基、石組炉２ヵ所、焼土５ヵ所が検出された。すべて縄文時代

のものである。土壙のうち台地上のものはＭＰ－２～８で、隣接する森川３遺跡の遺構群と一連のも

のである。ＭＰ－２は埋め戻しの覆土で、上位に焼土があり、その直上に１cm以下のものから５cm

程度の小礫が円形に敷かれていた。土壙の周囲には柱穴状の小ピットが巡っており、何らかの儀礼的

な行為が行われた土壙墓と考えられる。縄文時代前期後半のものである。ＭＰ－３、５～８はフラス

コ状ピットで最も大きいＭＰ－７は壙底面の直径約2.2ｍ、確認面からの深さ約２ｍで、縄文時代中

期後半の土器が１個体出土している。低地部の黒色土中から石組炉が２ヵ所、近接して検出された。

焼土は斜面部から１ヵ所、旧河川沿いから４ヵ所確認した。

遺物は総数1,674点出土した。土器は451点、石器・礫等1,223点である。遺構出土の主なものは、Ｍ

Ｓ－２に縄文時代後期のトリサキ式土器が１個体残されていた。また、ＭＦ－２からⅢ群ｂ類土器と

ともに「石冠様石器」が出土している。 （村田）

２　遺構と出土遺物
（１）土壙
ＭＰ－１ （図Ⅲ－１、図版３）

位置・立地：Ｈ・Ｉ－47・48 斜面から低位段丘面の変換点付近、標高約89ｍに位置する。

規模：0.79／0.64 × 0.78／0.55 × 0.46ｍ　　　長軸方向：－　　　　　　平面形：ほぼ円形

確認・調査：斜面の包含層調査中、Ⅸ層上面で円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、

明瞭な底面と壁が認められたので、土壙と判断した。斜面であるため、高位段丘側は深く低地側は浅

く掘り込まれている。

覆土：上位は黒色の腐植土層で、中位は周囲の土層堆積と同様にⅥ～Ⅸ層が混在した土層、最下層は

土砂を含む黒色土である。すべて自然堆積とみられる。

壙底・壁：壙底面は平坦で堅い。斜面側の壁は、壙底面からほぼ垂直に立ち上がって中位から緩やか

に外反し、低地側の壁は30°程度の緩やかな角度で立ち上がっている。

遺物出土状況：出土しなかった。

時期：縄文時代前期～後期のいずれかに属するものと思われるが、詳細は判断できない。 （阿部）

ＭＰ－２ （図Ⅲ－１・５、図版３・４・10・11）

位置・立地：Ｋ－37・38 台地上の標高94ｍ付近の平坦面に位置する。

規模：2.83／2.47×2.37／2.05×0.84ｍ　　　長軸方向：N－66°－W 平面形：楕円形

確認・調査：Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。長軸方向に断面観察用の壁面を設定し掘

り下げたところ、明瞭な壁と底面が認められたので、土壙と判断した。土壙の周辺から柱穴状の小ピ

ットを７基確認した。直立するものと斜めになるものがある。埋め戻しと考えられる覆土や焼土、遺

物出土状況などから判断して、土壙墓の可能性がある。

覆土：自然堆積の１層下に、焼土が1.2ｍ×0.78ｍの範囲で見られる。焼土以下の４層～７層は埋め戻

しと考えられる。４層～６層はⅤ層主体で７層はⅦ層が大半を占める。壁付近は崩落土が堆積してい
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る。

壙底・壁：壙底は平坦で、壁際が周溝状に浅く窪んでいる。壁は崩落が激しいが、フラスコ状を呈す

る。

遺物出土状況：覆土の上位にある焼土の直上に、径１cm以下から５cm程度の小礫1,173点、重量で

6,470ｇが0.76ｍ×0.5ｍの範囲で敷き詰められていた。礫は被熱していない。

時期：遺構および遺構周辺の遺物から、縄文時代前期後半と考えられる。 （村田）

遺物：土器 １はⅡ群ｂ－４類円筒土器下層ｄ式の胴部片。撚糸文と結束（第２種）羽状縄文が施さ

れている。内面が磨かれている。２・３はⅢ群ａ類に属するものと思われる。２は口唇上に縄端圧痕

が見られる。焼成は良好である。３は深鉢の大型突起部分。上端は平坦である。貫通孔の周に沿って

粘土紐が貼り付けられている。 （阿部）

石器 15は緑色泥岩製の石斧。全面研磨されている。16は安山岩製のすり石。偏平な礫の両面を使用

している。17は安山岩製の砥石片で、敲打による調整が施されている。 （村田）

ＭＰ－３ （図Ⅲ－２・５、図版４・10）

位置・立地：Ｊ・Ｋ－36 台地上の標高95ｍ付近の平坦面に位置する。

規模：2.05／1.74×1.53／1.43×0.9ｍ　　　長軸方向：N－50°－E 平面形：隅丸方形

確認・調査：Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。調査区の境界に断面観察用の壁面を設定

し掘り下げたところ、２つの重複した土壙であることがわかった。新しい土壙をＭＰ－３、古いもの

をＭＰ－４として調査を行なった。形態からフラスコ状ピットと判断した。

覆土：黒色土に砂や軽石が混入した自然堆積が主体である。壁際はⅦ層・Ⅷ層の崩落土がみられ、壙

底付近は粘質の黒色土が堆積している。

壙底・壁： 壙底はほぼ平坦で、壁際が周溝状にくぼんでいる。壁は崩落が激しく、開き気味に立ち

上がる。

遺物出土状況：覆土にⅡ群ｂ－４類とⅢ群ａ類の土器片が散見する程度である。

時期：遺構と遺構周辺の遺物から、縄文時代前期後半から中期前半と考えられる。 （村田）

遺物：土器 ４はⅡ群ｂ－４類円筒土器下層ｄ式の胴部片。結束（第２種）羽状縄文が縦位および横

位に施されている。内面が磨かれている。５～７はⅢ群ａ類に属する。５は口縁部につまみ状の突起

がある。口唇部は貼付粘土紐により整形されている。６・７は同一個体。口縁部は強くくびれ大きく

外反している。太さ5mm程度の粘土紐を口縁および口唇上に貼り付け、そこに細かく撚られた縄文

原体を連続押捺している。頸部の粘土紐は８の字状に交差させている。口縁部・胴部にそれぞれ馬蹄

形圧痕がみられる。７はＭＰ－３とＭＰ－４から出土した土器が接合したもの。 （阿部）

石器 18は安山岩製の扁平打製石器。礫の両端と機能部に敲打による調整が施されている。 （村田）

ＭＰ－４ （図Ⅲ－２・５、図版５・10・11）

位置・立地：Ｊ・Ｋ－36 台地上の標高95ｍ付近の平坦面に位置する。

規模：（2.61）／（2.18）×2.35／1.99×0.4ｍ　　　長軸方向：N－84°－W 平面形：楕円形

確認・調査：Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。調査区の境界に断面観察用の壁面を設定

し掘り下げたところ、２つの重複した土壙であることがわかった。新しい土壙をＭＰ－３、古いもの

をＭＰ－４として調査を行なった。

覆土：Ⅴ層を主体とする自然堆積である。壁際はKo-gが混じる褐色土が多く、遺構の掘り揚げ土が流
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入したものと考えられる。

壙底・壁： 壙底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。南西側の壁際にピット状のくぼみがある。

遺物出土状況：覆土にⅡ群ｂ－４類とⅢ群ａ類の土器片が散見する程度である。

時期：遺構と遺構周辺の遺物から、縄文時代前期後半と考えられる。 （村田）

遺物：土器 ８はⅡ群ｂ－４類円筒土器下層ｄ式の胴部片。地文は多軸絡条体による撚糸文。内面が

磨かれている。 （阿部）

ＭＰ－５ （図Ⅲ－３、図版５）

位置・立地：Ｌ・M－39 台地上の標高94ｍ付近の平坦面から斜面部への地形の転換点付近に位置

する。

規模：1.8／1.69×1.71／1.49×0.74ｍ　　　長軸方向：－　　　　　　　　平面形：ほぼ円形

確認・調査：Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。半截したところ、明瞭な底面と壁が認め

られたので、土壙と判断した。形態からフラスコ状ピットと判断した。

覆土：Ⅴ層を主体とする自然堆積層で、壁際ではⅥ層～Ⅷ層の崩落土と互層を成すことが多い。

壙底・壁：壙底はほぼ平坦。壁は崩落が激しいが、オーバーハングして立ち上がっている。

遺物出土状況：出土していない。

時期：遺構周辺の遺物から、縄文時代前期後半と考えられる。 （村田）

ＭＰ－６ （図Ⅲ－３・５、図版６・10）

位置・立地：Ｌ－39 段丘から下る斜面の上位、標高約93.1ｍ～93.6ｍに位置する。

規模：1.05／1.06×1.03／0.92×0.50ｍ　　　長軸方向：－　　　　　　　　平面形：ほぼ円形

確認・調査：斜面部の遺構確認調査中、Ⅸ層上面で円形の黒色～暗褐色土の落ち込みを確認した。Ｍ

Ｐ－５に隣接した位置にある。半截したところ、明瞭な底面と壁が認められたので、土壙と判断した。

斜面であるため、段丘側は深く低地側は浅く掘り込まれている。

覆土：上位は黒色の腐植土層を基本とし砂や軽石が混入した堆積層、下位はⅥ～Ⅸ層が混在した土層、

最下層は軽石を多く含む黒色土である。人為的堆積か自然堆積かは判断できない。

壙底・壁：壙底はほぼ平坦で堅い。斜面側の壁は、オーバーハングして立ち上がっており、低地側の

壁はほとんどない。

遺物出土状況：覆土中から土器片３点、フレイク１点が出土した。土器片は、Ⅱ群ｂ類円筒下層ｄ式

１点とⅢ群ａ類２点である。

時期：出土遺物から、縄文時代前期後半～中期前半に属するものと思われる。

遺物：土器 ９はⅡ群ｂ－４類円筒土器下層ｄ式の胴部片。地文は多軸絡条体による撚糸文。表面が

やや摩滅している。また側面がやや滑らかで円形に近い五角形であることから、土器片再生円盤の可

能性がある。10・11はⅢ群ａ類。10は口唇上に細かい撚りの縄文原体が連続押捺されている。11は口

唇部が貼付粘土紐で整形され、口唇上に沈線が施されている。 （阿部）

ＭＰ－７ （図Ⅲ－４・５、図版７・９・10）

位置・立地：Ｐ－47・48 段丘縁辺部、標高92～92.5ｍに位置する。

規模：2.30／2.20×2.12／1.77×2.06ｍ　　　長軸方向：Ｎ－1°－Ｅ　　　平面形：楕円形　

確認・調査：段丘上の遺構確認を行ったところ、Ⅸ層上面でほぼ円形の黒色土の落ち込みを確認した。

23



森町森川４遺跡

大型の土壙を想定して土層観察用の帯を残し、先行する溝を入れながら掘り進めた。Ⅲ層～Ⅴ層に相

当する黒色土を掘り下げたところ、さらに不均質なロームが堆積していることが分かり掘り進めた。

その結果、壁がオーバーハングし、深さが２ｍに達する大型のフラスコ状ピットであることが確認で

きた。

覆土：覆土は大きく上下に分けられる。いずれの土層も自然堆積によるものと思われる。

上位（土層１～６）は、この遺構の埋没後に形成された腐植土を主体とし、周辺の包含層から流入

した土砂による堆積を含んだ土壌との互層をなしている。下位（土層）は壁面上部～中部からの崩落

土を主体とし、周辺の包含層から流入した土砂による堆積との互層をなしている。このうち土層８は

「Ⅸ層①」の黄褐色粘質ローム、土層11は「Ⅸ層②」のオリーブ褐色砂質ローム、土層15は「Ⅸ層③」

のオリーブ灰色のやや粗い砂質ロームが崩落したものである。特に土層８はほぼ純粋な粘質ロームが

厚く堆積している。なお、最下層の土層16は、ロームの流入土と推定できる土壌が鉄分などにより変

色している部分がある。

壙底・壁：壙底は平坦で、緻密で堅い。壁は壙底付近でオ－バ－ハングし、中位ではほぼ垂直、壙口

部付近では緩やかに開きながら立ち上がる。段丘側が大きくオーバーハングしている。

遺物出土状況：覆土中位（土層11・崩落土）の壁際からⅢ群ａ類土器１個体が、横倒しの状態で出土

した。半完形であり、残りの破片の一部は周辺から出土した。また覆土上位から、石斧１点とＲフレ

イクが１点出土した。

時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代中期の中頃と考えられる。

遺物：土器 13は口唇上の連続刺突などからⅢ群ａ類としたが、器形はⅢ群ｂ類榎林式に類似する。

底部は平坦で小さく、少しくびれて立ち上がり、胴部は膨らみ口縁下で緩やかにくびれて外反する。

全体的に黄褐色を呈し、小礫を多く含む。内面に縦位のケズリ調整痕が明瞭に観察される。12はⅢ群

ｂ類榎林式に属するものと思われる。斜方向に太い条線が施文されている。口唇はやや丸みをおびて

いる。小礫を多く含む。 （阿部）

ＭＰ－８ （図Ⅲ－４・５、図版７・10）

位置・立地：Ｏ－48 段丘から下る斜面上、標高89.9ｍ～90.5ｍに位置する。

規模：1.54／1.32×1.39／1.20×0.77ｍ　　　長軸方向：Ｎ－83°Ｗ　　　　　平面形：楕円形　

確認・調査：斜面部の遺構確認調査中、Ⅸ層上面でおおむね円形の黒褐色～暗褐色土の落ち込みを確

認した。ＭＰ－７から約４ｍ南側の斜面を下った位置にある。半截したところ、明瞭な底面と壁が認

められたので、土壙と判断した。斜面であるため、段丘側は深く低地側は浅く掘り込まれている。

覆土：オリーブ褐色のⅨ層の土壌が主体であるが、Ko-gや暗褐色の腐植土などⅥ～Ⅶ層が混在してい

る。すべて自然堆積と思われる。

壙底・壁：壙底は平らであるが、段丘側で一段高くなる部分がある。斜面側の壁は、壙底面からほぼ

垂直に立ち上がって中位から緩やかに外反し、低地側の壁はほとんどない。

遺物出土状況：覆土上面でⅢ群ａ類土器片15点がまとまって出土した。

時期：出土遺物から、縄文時代中期半ばと考えられる。

遺物：土器 14はⅢ群ａ類見晴町式で、やや大型の深鉢口縁部。壙口部付近からややまとまって出土

した。緩やかな波状口縁に突起があり、粘土紐が貼り付けられた後、粘土紐上および口唇上に縄文原

体押捺が行われている。 （阿部）
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Ⅲ　遺構と出土遺物

図Ⅲ－１　ＭＰ（土壙）－１・２
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森町森川４遺跡

図Ⅲ－２　ＭＰ（土壙）－３・４
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Ⅲ　遺構と出土遺物

図Ⅲ－３　ＭＰ（土壙）－５・６
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森町森川４遺跡

図Ⅲ－４　ＭＰ（土壙）－７・８
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Ⅲ　遺構と出土遺物

図Ⅲ－５　ＭＰ（土壙）出土の土器
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森町森川４遺跡

図Ⅲ－６　ＭＰ（土壙）出土の石器



Ⅲ　遺構と出土遺物

（２）柱穴状小ピット
ＳＰ－１ （図Ⅲ－７、図版７）

位置・立地：Ｏ－44 旧河川の攻撃面付近、標高約88.5mに位置する。

規模：0.20×0.17×0.25ｍ　　　　　　　　　平面形：ほぼ円形

確認・調査：44－45ラインのトレンチ調査中、Ⅴｂ層から細く落ち込む黒色土を確認した。根穴など

も想定したが、完掘の結果明瞭な円柱状の掘り込みが確認され、柱穴状ピットとした。ＭＳ－１やＳ

Ｐ－２との関連がある可能性がある。

覆土：Ⅴｂ層であり、自然堆積である。径10cmを超える自然礫が２点含まれている。

遺物出土状況：人工遺物は出土していない。

時期：遺構周辺の遺物や確認面から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （阿部）

ＳＰ－２ （図Ⅲ－７、図版７）

位置・立地：Ｏ－44 旧河川の攻撃面付近、標高約88.5mに位置する。

規模：0.16×0.16×0.26ｍ　　　　　　　　　平面形：円形

確認・調査：Ⅴ層の掘り下げ中、土砂堆積層の上面で小型の円形の黒色土を確認した。半截したとこ

ろ、明瞭な円柱状の掘り込みが確認され、柱穴状ピットとした。ＭＳ－１やＳＰ－１との関連がある

可能性がある。

覆土：Ⅴｂ層を主体とし、軽石やロームなどが少量混在する。自然堆積である。

遺物出土状況：出土していない。

時期：遺構周辺の出土遺物や確認面から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （阿部）
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図Ⅲ－７　ＳＰ（柱穴状小ピット）－１・２



森町森川４遺跡

（３）石組炉
ＭＳ－１ （図Ⅲ－８、図版７・９）

位置・立地：Ｎ－44 旧河川の攻撃面付近、標高約88.3mに位置する。

規模：0.71×0.68×0.26ｍ　　　長軸方向：Ｎ－14°-Ｅ　　　　　　　　平面形：おおむね方形

確認・調査：44－45ラインのトレンチ調査で、Ⅴｂ層からⅤｃ層にかけての断面に大型の礫が２点み

られた。その後、周辺包含層調査でⅤ層を掘り下げたところ、大型の礫が方形に組み合わされた配石

遺構を検出した。その構造や、炭化物や焼土粒が検出されたことから、石組炉と判断した。

石組炉を構成する礫は大小７点あり、石材はすべて安山岩である。個々の大きさは15～45cmで、

最大45×23×16cm、重量17.8kgの礫が用いられている。礫の角は丸みを帯びているものが多く、表

面もおおむね平滑である。一部やや赤みがみられ表面がややざらついている礫があり、被熱したとみ

られる。また、石組炉外の北側から植物の茎とみられる炭化材が1.3ｍほどの範囲で残存しており、

焼土粒の落ち込みもみられた。ＭＳ－２・ＭＦ－５・ＳＰ－１・２と関連する可能性がある。

覆土：石組炉内の土壌は、周辺のⅤｂ層と比較してやや明るい色調で、焼土粒とみられる明度の高い

粒子がブロック状に混入している。

遺物出土状況：石組炉の中から、Ⅳ群ａ類トリサキ式土器１個体分が倒立に近い横倒しの状態で出土

した。胴部の一部は石組炉を構成する礫に接している。

時期：出土遺物から、縄文時代後期前葉のものと思われる。

遺物：土器 １はⅣ群ａ類トリサキ式の大型深鉢。上半は石組炉内に倒立するような状態でまとまっ

て出土し、下半は周辺包含層から破片で出土したものである。底面は平坦で緩やかに立ち上がり、胴

部はふくらみをもち、頸部は弱くくびれ、口縁部は外反する。無文地で、基本的に２本一組の沈線が

えがかれている。口縁部は８の字状の粘土紐により６単位に区画され、その間を横位の長楕円文が３

段ずつえがかれ、蛇行沈線が垂下している。胴部上半は、方形の区画内にＸ字状・Ｖ字状の文様が配

置されている。胴下半は無文で、調整がていねいに行われている。内面頸部は横位のケズリ調整によ

り弱い段をなしている。口唇上は平坦にナデている。 （阿部）

ＭＳ－２ （図Ⅲ－８、図版７・10）

位置・立地：Ｎ－45 旧河川の攻撃面付近、標高約88.1mに位置する。

規模：0.65×0.60×0.20ｍ　　　長軸方向：Ｎ－23°-Ｅ　　　　　　　平面形：おおむね方形

確認・調査：包含層調査でⅤ層を掘り下げたところ、大型の礫が方形に組み合わされた石組炉を検出

した。調査の過程で、一部の礫は包含層に含まれる礫とみなして抜き取り、痕跡だけを残したものが

ある。石組炉を構成する礫は大小12点あり、ＭＳ－１よりは小型の礫が多く用いられている。石材は

すべて安山岩である。個々の大きさは5～30cmで、最大30×15×10cm、重量約8kgの礫が用いられて

いる。礫の角は丸みを帯びているものが多く、表面もおおむね平滑である。一部やや赤みがみられ表

面がややざらついている礫があり、被熱したとみられる。

覆土：石組炉内の土壌は、周辺のⅤｂ層と同様である。

遺物出土状況：Ⅳ群ａ類の土器片が２点出土している。また、石組炉から約１ｍ東から30cmほどの

大きさの台石が１点出土しており、関連がある可能性がある。

時期：遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉のものと思われる。

遺物：土器 ２はⅣ群ａ類で、底部に近い胴部片。ＬＲ縄文に黒色物質が付着している。焼成は良好

である。 （阿部）
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Ⅲ　遺構と出土遺物

図Ⅲ－８　ＭＳ（石組炉）－１・２と出土遺物



森町森川４遺跡

（４）焼土
ＭＦ－１（図Ⅲ－９、図版８）

位置・立地：Ｌ－47 低地部の標高87ｍ付近に位置する。

規模：1.23×0.82×0.05ｍ　　　　　　　　　　平面形：不整形

確認・調査：Ⅴ層上面で赤褐色土の帯状の落ち込みを確認した。半截してレンズ状の赤褐色の断面を

確認したので、焼土と認定した。

遺物出土状況：出土していない。

時期：遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、縄文時代晩期のものと思われる。 （村田）

ＭＦ－２（図Ⅲ－９・10、図版８・９・11）

位置・立地：Ｍ・Ｎ－45 低地部の標高87ｍ付近の旧河川沿いに位置する。

規模：2.24×0.79×0.09ｍ　　　　　　　　　　平面形：不整形

確認・調査：Ⅴ層調査中、赤褐色土の帯状の落ち込みを確認した。半截してレンズ状の赤褐色の断面

を確認したので、焼土と認定した。大小２つの落ち込みからなる。

遺物出土状況：２つの焼土の間から、Ⅲ群a類の土器１個体と「石冠様石器」が破片の状態で出土し

た。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半の時期である。 （村田）

遺物：土器 １はⅢ群ａ類サイベ沢Ⅶ式（古段階）の大型深鉢。底面は平坦でやや強く張り出す。胴

部のふくらみはやや弱く、口縁部は緩やかに外反する。結束羽状縄文がほぼ全面に施文され、やや細

い貼付粘土紐で縦横の帯状文や弧線文で文様を構成している。口縁部は４単位の台形様の大型突起が

設けられており、中央の貫通孔の周りには細い粘土紐で円文や弧線文の装飾が加えられている。突起

部以外の口唇上には縄文原体の連続押捺が行われている。胎土に小礫を多く含む。内面上半は調整が

ていねいである。２はⅣ群ａ類で、底部に近い胴部片。ＬＲ縄文に黒色物質が付着している。焼成は

良好である。 （阿部）

石製品 ３は全面に研磨が施された石製品で、形状はアイロンに似る。14点が接合した。細くすぼま

った先端部がくぼみ、そこから研磨による２本の沈線が巡っている。全体の３分の１程が被熱し赤色

化しているが、赤色化した部分は表面付近に限られているため、完形かそれに近い形で被熱したと考

えられる。凝灰岩製。 （村田）

ＭＦ－３（図Ⅲ－９、図版８）

位置・立地：Ｎ－44 低地部の標高88ｍ付近の旧河川際に位置する。

規模：0.47×0.43×0.04ｍ　　　　　　　　　　　平面形：ほぼ円形

確認・調査：Ⅴ層調査中、赤褐色土の円形の落ち込みを確認した。半截してレンズ状の赤褐色の断面

を確認したので、焼土と認定した。

遺物出土状況：出土していない。

時期：遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、縄文時代前期のものと思われる。 （村田）

ＭＦ－４（図Ⅲ－９、図版８）

位置・立地：Ｌ－41 斜面部の下方、標高89.5ｍ付近に位置する。

規模：0.47×0.4×0.04ｍ　　　　　　　　　　　　平面形：ほぼ円形
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確認・調査：Ⅴ層調査中、赤褐色土の円形の落ち込みを確認した。半截してレンズ状の赤褐色の断面

を確認したので、焼土と認定した。

遺物出土状況：出土していない。

時期：遺構周辺の出土遺物や確認面の位置から、縄文時代後期前半のものと思われる。 （村田）

ＭＦ－５ （図Ⅲ－９、図版８）

位置・立地：Ｎ・Ｏ－45 旧河川の攻撃面付近、標高約88.4mに位置する。

規模：0.57×0.38×0.06ｍ　　　　　　　平面形：楕円形

確認・調査：Ⅴ層の掘り下げ中、黒褐色のⅤｂ層とⅤｃ層の境界付近に暗褐色土の落ち込みを確認し

た。半截したところ、さらに赤みを帯びた断面がみられ、焼土と認定した。その境界はやや不明瞭で

あるが、弱い波状をなしている。ＭＳ－１・２と関連する可能性がある。

遺物出土状況：出土していない。

時期：周辺出土の土器や確認面から、縄文時代後期前半に属するものと思われる。 （阿部）
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図Ⅲ－９　ＭＦ（焼土）－１～５
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図Ⅲ－10 ＭＦ（焼土）－２の出土遺物
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表Ⅲ－１　遺構規模一覧 

表Ⅲ－２　遺構出土掲載土器一覧 

表Ⅲ－３　遺構出土掲載石器一覧 

器種名 遺構名 





Ⅳ　包含層出土の遺物

１　概要
出土した遺物は、土器・土製品20,967点、石器等1,519点である。遺物の大半は、低地部のⅤ層から

の出土である。分布は旧河道の攻撃面にあたる、調査区北側から東側にかけて密である。

土器は、Ⅱ群からⅤ群のものが出土している。内訳は、Ⅳ群ａ類が最も多く（37％）、次いでⅡ群

ｂ－１類（29％）、Ⅱ群ｂ－４類（17％）、Ⅲ群ａ類（９％）、Ⅳ群ｂ類（５％）の順である。

分布は大まかに、Ⅱ群が調査区北側から東側にかけて、Ⅲ群は北側と南側、Ⅳ群は中央付近に、Ⅴ

群は中央から西側にかけて濃くなる。このことは、台地上の森川３遺跡から流れ込んだ遺物も相当数

あるが、森川の流路の変遷にともなって、分布域が移動したものと推察される。

石器は、剥片類、礫等を除いた石器のうち、剥片石器が199点出土し43％を占める。スクレイパー、

つまみ付きナイフが多い。礫石器は57％で、特にすり石は116点出土しており、礫石器の44％にあた

る。 （村田）

２　包含層出土の遺物
（１）土器・土製品（図Ⅳ－1～17、図版12～25）

１）土器出土分布状況 （図Ⅳ－1・2）

包含層から20,967点の土器が出土した。層位別では、Ⅳ層から97点、Ⅴ層から17,543点、「Ⅴ砂」層

から879点、Ⅴ層下位およびⅤｃ層から965点、Ⅴｄ層から1,305点、撹乱ほか178点が出土している。

分類別では、Ⅱ群ａ類～Ⅱ群ｂ－１類が6,020点、Ⅱ群ｂ－４類が3,620点、Ⅲ群ａ類が1,956点、Ⅲ群

ｂ類が206点、Ⅳ群ａ類が7,479点、Ⅳ群ｂ類が1,085点、Ⅴ群ｃ類が575点である。Ⅱ群ａ類～Ⅱ群

ｂ－１類は円筒土器下層ａ式あるいはその直前型式に属し、本遺跡の最も特徴的な土器型式のひとつ

である。Ⅲ群ａ類は大部分がサイベ沢Ⅶ式に含まれるものとみられる。Ⅳ群ａ類はトリサキ式および

大津Ⅶ群土器がほとんどである。Ⅳ群ｂ類は手稲式に相当するもののほか、 澗式に併行するもの

がややまとまって出土している。Ⅴ群は聖山Ⅱ式がほとんどで、一部聖山Ⅰ式に近いものがみられる。

分類ごとに平面分布の濃淡をみると、Ⅱ群ｂ－１類は調査区南東方向の斜面際にほとんどが集中し

ている。Ⅱ群ｂ－４類は森川３遺跡側の斜面際からやや低地側に張り出して帯状に濃密な部分がある。

また森川３遺跡側の高位段丘上にも分布している。Ⅲ群ａ類は点数がそれほど多くないものの、Ⅱ群

ｂ－４類とほぼ同様の分布を示す。Ⅲ群ｂ類は点数が少なく、散漫な分布である。Ⅳ群ａ類は低位段

丘～森川河川敷側に極端な濃度差をもたずに分布している。また森川３遺跡側の高位段丘上にも少数

分布している。Ⅳ群ｂ類は数が多くないが、低位段丘上に部分的にまとまりをもって分布している。

Ⅴ群ｃ類も同様に、低位段丘上～森川河川敷に局所的に分布する。

これらの分布は、森川河川敷や河岸段丘の形成過程といった自然の営みと、高位段丘上の森川３遺

跡と低位の森川４遺跡での人々の活動が如実に現れているものと思われる。

（阿部）
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２）土器（図Ⅳ－3～16、図版12～26）

Ⅱ群ａ類～Ⅱ群ｂ－１類に属するもの（1～32）

1～32は、円筒土器下層ａ式あるいはその直前に位置する。便宜上、尖底をもつ1～6はⅡ群ａ類と

したが、胎土・文様ともⅡ群ｂ－１類と酷似するものがある。7～32はⅡ群ｂ－１類とした。前半に

複節縄文以外の特徴があるものを掲載し、後半は複節縄文のみ、および底部を掲載した。

また２～32は、胎土・色調の特徴として、以下のように大きく分けられる。

Ａ：繊維を多量含み、もろい。全体的に淡い黄褐色を呈する

（2～7・10・12・13・16・17・22・24・27・28・31）

Ｂ：小礫・砂粒を多く含み、ややざらついている。全体的に暗赤褐色を呈する

（8・9・11・14・15・18～21・23・26・29・32）

1～6は春日町式の流れをくむものと考えられる。特に1は底部先端が張り出し、他と比較して胎土

にあまり繊維を含まず、焼成は良好である。内面調整がやや丁寧である。地文は複節縄文だが節が細

かく単節のように観察される部分がある。2～6は繊維を多量に含み、外面は摩滅気味で内面は凹凸が

多い。地文はすべてＬＲＬ複節縄文である。2は円錐形の底部だが、ややつぶれた形状である。3・5

は底面先端部が欠損している。内面は黒色である。4は円錐形に近く整っている。6は底部に極小の平

坦部をもつものとみられる。

7・8は複節縄文を全面に施文後、撚糸文が重ねられたもの。7は縦位に２ヵ所対になるよう施文し

ている。8は口縁部の一部に斜方向に施している。7・8とも口縁はきわめて緩やかな波状をなしてい

る。口縁部に炭化物が付着している。内面は凹凸がやや多い。

9・10・13は複節縄文に綾絡文がみられるもの。9は口縁・胴部に、10は口縁部が不明だが、胴部中

央と底部付近、13は底部付近に綾絡文がみられる。9は器壁が厚く、小礫を多く含む。内面調整はあ

まり行われていない。10は内面のケズリ調整が残っている。やや上げ底気味で、底面は丁寧になでら

れている。13はやや上げ底気味の底部からやや強く外傾して立ち上がる。内面調整は丁寧でない。

11・12・14・15はⅡ群ａ類に属するものかもしれない。11・12は複節縄文に横位の撚糸文が密に施

されている。12・14・15は半截した茎状の施文具により連続刺突されている。14・15は同一個体で、

連続刺突が多段にわたっている。口縁部はほぼ平縁でわずかに外反する。弱い上げ底にも複節縄文が

施されている。胴下部に補修孔が２組あけられている。内面は黒色を呈し、調整はあまり丁寧でない。

16・17は結束縄文を地文とするもの。16がＲＬ、17がＬＲＬである。おおむね平縁で、わずかに外

反する。内面は凹凸があるが調整はやや丁寧である。補修孔が16は１組、17は２組ある。

18・20～30・32は複節ＬＲＬ縄文のみが施文されたもの。ただし27は内外面に弱い条痕が数条施さ

れている。19・31はＲＬ縄文のみが施文されたもの。これらを口縁部～胴部まで復元できたもの（18

～23）、胴部～底部まで復元できたもの（24～32）の順で掲載した。

18～23は極めて緩やかな波状口縁もしくはほぼ平縁で、わずかに外反する。胴部の器壁は厚い。内

面の凹凸は多いが、調整はやや丁寧に行われている。18・20は胴部がわずかに膨らむ。19・22・23は

底部が小さくすぼむ。21は焼成良好で大型土器片が破損せず出土したもの。口縁部の湾曲がかなりゆ

るやかで、大型の深鉢になるものとみられる。22の口縁部は摩滅が激しく、太い繊維痕がある。

24～32は上げ底気味の底部が多いが、平底（24・27・32）、凸形の底（28）もみられる。24・27以

外は底面にも地文が施されている。立ち上がりはやや急なものが多いが、25・31・32などやや緩やか

外傾するものがある。内面は凹凸があるものが多いが、25・26・30は調整がやや丁寧である。逆に31

は繊維痕が大きく目立つ。27は小型深鉢で、やや焼成良好である。
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Ⅳ　包含層出土の遺物

Ⅱ群ｂ－４類に属するもの（33～51）

33～51は円筒土器下層ｄ式に属するとしたが、一部に円筒土器下層ｃ式に近いものがある（49・51）。

深鉢以外には胴部にくびれをもつ鉢が１点出土している（50）。深鉢の器形は基本的に長胴の円筒形

であるが、バケツ形（48など）や胴部が膨らむもの（44など）も若干みられる。地文は撚糸文が多く、

網目状・木目状・スダレ状など多種の文様が見られる。

内面調整・色調について、以下のように分けられる。

Ａ：繊維痕や砂粒が目立つなど調整が丁寧でなく、全体的に黒褐色を呈する。（33～35）

Ｂ：調整がやや弱く、繊維痕や砂粒がみられる。黒褐色～茶褐色。（36～38・42・49・51）

Ｃ：丁寧にミガキ（あるいはナデ）調整が行われているもの。茶褐色の薄層を形成している。

（37・39～41・43～48・50）

33～35は口縁部の文様帯に網目状撚糸文、胴部の地文に撚糸文が施文されている。33はタガ状の隆

帯が貼り付けられている。34は隆帯の代わりに縄文原体を押捺しその間を山形沈線で充填している。

35は口縁部の文様帯に浅く太い縦位の沈線が施されている。

36～44について、36・38・39・44は口縁部および弱い隆帯上に縄文押捺、胴部に撚糸文が施文され

ている。37は口縁部にスダレ状撚糸文が施され、口唇下および隆帯上に縄文押捺が行われている。

38・44は密に施文された撚糸文に結束（第２種）羽状縄文が多段にわたって施されている。39・40は

同一個体。多軸絡条体の地文である。内面調整は丁寧だがひび割れが多く、接合破片の色調は不同で

ある。40は5グリッドほど離れた土器破片が接合している。41は木目状撚糸文の地文。焼成良好。42

は上げ底の底面にＬＲ縄文が施されている。小礫が目立つが、内面はミガキ調整が行われている。43

は網目状撚糸文が縦位に施文されている。底面は平滑である。

45～48について、45は器高約40cmの長胴の深鉢だが、内面調整が底部まで丁寧に行われている。

外面はやや磨滅している。口縁部下の隆帯やくびれはない。口縁部は絡条体圧痕が４段にわたってい

る。胴部は横位の貝殻条痕文が全面に施文され、縦位に撚糸文、そして横位に７段以上にわたって幅

の狭い結束（第２種）羽状縄文が施されている。46は外面上部がやや磨滅しているが、縄文圧痕や結

束羽状縄文が見られる。底面は平滑である。47は口縁部がやや外反する。横位に平行に縄文原体押捺

が行われている。胴部は多軸絡条体様に複節縄文が回転施文されている。底面は平滑である。Ｈライ

ンからＭラインまで７グリッド以上にわたって破片が散在していたものである。48は平坦な底面にも

ＬＲ縄文が施されている。内面にケズリ調整痕が残っている。

49・51は波状口縁の波頂部を起点として縄文原体押捺により区画文が形成されている。51は区画内

に鎖状の文様が見られる。50は口縁部がやや内傾し胴部で強くくびれ、底部側は丸みを帯びる鉢。横

走沈線で区画され、隆帯上は連続刺突、口縁部および胴部は貝殻腹縁文が施されている。口縁部に縦

位に貼り付けられた把手の痕跡が見られる。

Ⅲ群ａ類に属するもの（52～69）

52～56は円筒土器上層ｂ式、58～62はサイベ沢Ⅶ式の古い段階、57・63～69はサイベ沢Ⅶ式の新し

い段階～見晴町式に属するものと思われる。

52～56について、52は太い貼付粘土紐上に細かい節の原体押捺が連続して行われている。また粘土

紐の直下にも横位の原体圧痕が見られる。貼付隆帯間は馬蹄形圧痕が連続している。内面調整はやや

ていねいである。53は小型深鉢。波状口縁の波頂部下に貫通孔があり、そこにアスファルトとみられ

る黒色物質が付着している。口唇部は貼付粘土により整形している。口唇下に細かい節の縄文原体に
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森町森川４遺跡

よる連続馬蹄形圧痕があり、その下に薄い貼付隆帯がある。胴部は結束羽状縄文が施され、口縁部と

の境界が明瞭になっている。54は大型深鉢の大きく外反する突起。貼付隆帯上のほか突起部各所に細

かい節の縄文圧痕がある。55の文様は縦位の隆帯、横位の弱い隆帯・連続した馬蹄形圧痕・絡条体圧

痕などにより構成されている。全体的に灰黒褐色を呈し、外面の磨滅が目立つ。56はくびれ部に隆帯

が貼り付けられ、その下に絡条体圧痕が補強するように施文されている。

57はやや太い把手上および口唇上に縄文原体圧痕がある。太い沈線で弧線文がえがかれている。

58～62について、台形状またはそれに近い形の突起がある。貼付隆帯の幅は59→58→60と狭くなっ

ている。58は突起の内外面に粘土紐が貼り付けられた後にＬＲ縄文が施文されている。把手状の縦位

の粘土紐には両側から貫通させようとした孔の跡がみられる。59は大型突起に円形の貫通孔がある。

口唇下数cmは無紋で、その下から結束羽状縄文が施されている。上部は磨滅している。全体的に黄

褐色～灰黄褐色を呈している。60は２本一組の細い貼付粘土紐で弧線文や縦横の区画文をなしている

ものが多い。胴部はふくらみ、綾絡文が明瞭である。61・62は同一個体で、小型の深鉢。器壁が薄く、

焼成良好である。台形状の突起に円形の貫通孔がきれいにあけられている。口唇上は節の細かい縄文

原体で深く押捺されている。底部および底面は丁寧に調整されている。

63～69のうち、64・66はサイベ沢Ⅶ式の新しい段階、63・67・69は見晴町式に属するものと思われ

る。63は突起の波頂部がとがり、貼り付けられた粘土紐上に縄文原体が押捺されている。65は波頂部

がわずかに平坦で、貼り付けられた粘土紐上および口唇上にもＲＬ回転縄文が施文されている。内面

および底面の調整は丁寧である。64は胴部がややふくらんでいる。２本の結節のある地文が胴下部ま

で施文されている。66は４単位の台形状の大型突起をもつ。口唇下に縄文圧痕が施されている。底面

は平坦である。全体的に明褐色を呈している。67は口唇上に原体圧痕がある。胴部は３本一組の横走

沈線と一部弧線文が施されている。焼成良好で、やや砂粒を多く含み重量感がある。68はやや器壁が

厚く明黄褐色を呈する。平坦な口唇上に円形刺突列があり、Ⅲ群ｂ類に属するものかもしれない。69

は口唇が外側に切りだし、波状口縁の波頂部がとがる。全体的に黒褐色を呈する。

Ⅲ群ｂ類に属するもの（70～75）

74・75はノダップⅡ式、70～73は煉瓦台式に属するものと思われる。

70～73は折り返し口縁に近い薄い隆帯上に連続刺突が施されている。刺突は横位に短沈線状に施され

ているものが多い。70～73は口縁部がほぼ直立し、角形口唇になっている。70は胎土に砂粒を多く含

む。71の連続刺突は斜位の短沈線状になっている。器壁が薄くやや硬質である。72・73は灰黄褐色を

呈し、細かい砂粒が多くカサついている。内面は凹凸があるが、調整はやや丁寧である。

74は口唇下と胴部上位に連続刺突があり、その間の一部に楕円形にすり消した範囲がある。黒褐色

を呈する。75は薄い貼付粘土上に円形刺突列が施されている。炭化物が付着している。

Ⅳ群ａ類に属するもの（76～109）

76～80はⅣ群a類に属するもののうち、縄文のみが施文されたものなどを掲載した。81～98はトリ

サキ式、99～109は大津Ⅶ群～白坂３式に属するとみられる。

76～80について、76は折り返し口縁上は横位に、以下は縦位にＬＲ縄文が施文されている。焼成は

やや良好で、暗赤褐色を呈する。天祐寺式と思われる。77は底部がすぼまる小型の深鉢。細かい節の

縄文が密に施されている。78は４単位の波状口縁をもち、胴部が口径よりも膨らみ、底部付近ですぼ

まる（底部は図より径が小さくなる可能性がある）。口唇・内面とも調整が丁寧で、底面は平滑であ
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Ⅳ　包含層出土の遺物

る。79は78と同様の器形だが、波頂部にくぼみを設けており、底部はやや上げ底になっている。内面

調整は上半が横位、下半が縦位のケズリ痕が明瞭である。外面下半および底面は丁寧にナデられてい

る。器壁が厚く砂粒を多く含み、重量感がある。80は４単位の波状口縁下に３～４本の横走沈線がめ

ぐる。胴部は基本的に無文だが、一部に縄文が施文されている。補修孔が穿孔途中になっている。全

体的に灰黄褐色を呈し、砂粒を多く含む。78～80は器形などの特徴から、トリサキ式とみられる。

81～98について、81～83・85～87・90には折り返し口縁が明瞭に観察される。特に81・82・87は２

段にわたっている。また、90～95には８の字にひねられた粘土紐が口縁波頂部下に縦位に貼り付けら

れている。81～89・91～93・95・96は無文地に沈線で文様がえがかれている。外面、特に沈線付近に

炭化物が付着しているものが多い（83～88・92・93・97など）。

81は折り返し口縁上に連続して指頭押捺が行われている。82・84・85は非常に細い沈線による施文。

83・86・87はやや太く浅い横走沈線・蛇行沈線・弧線文などが組み合わさった文様が見られるが、や

や不規則である。平縁が多い中で、86は波状口縁をなしている。88・89は基本的に３本一組のやや太

く深い沈線で枠状文を形成している。89は縦位の区画が紡錘文になっている。90～95は口縁部と胴部

の文様帯の区分が明瞭である。90は折り返し口縁が薄く幅広である。文様は半截竹管状の施文具で蛇

行沈線（流水文）などがえがかれている。全体的にやや赤みがかった褐色を呈している。地文のＲＬ

縄文は弱い押捺である。91・93は単線で蛇行沈線（流水文）がえがかれている。94は６単位の突起を

持つ大型深鉢。器高約43cmを測る。底面は平坦である。口唇部の粘土を内面側に折り返している。

地文は無節のようにも見えるが、繊維の束の荒い単節縄文が用いられているようである。蛇行沈線が

えがかれているが、それに沿った細沈線もみられる。95・96は同一個体と思われる。８の字状の貼付

粘土紐が剥落している。口縁部は横走沈線に蛇行沈線、胴部は斜行沈線に蛇行沈線が組み合わされて

いる。乱れた渦文（円文）は粘土紐の下に位置するものと思われる。98はやや小型の壺。頸部で強く

くびれ、口縁部は大きく短く外反する。口唇下および肩部に細かく連続刺突が施されている。地文は

弱い押捺で、乱れた渦文がえがかれている。黒褐色を呈し、内面は凹凸が目立つ。

99～109について、大部分が大津Ⅶ群に属する。無文地に帯状の区画文を仮に配し、その中を縄文

などで充填した後に太い沈線区画文を施文し、はみ出した部分をすり消す手法をとっているものが多

い。帯状区画文を充填する地文は縄文（99～100・102～104・107・109）・櫛描文（101・105・106）・

刺突文（108）がある。平縁（102～104）もみられるが、多くは平縁に緩やかな山形の突起がある。

99は口縁波頂部の内外面に粘土紐が貼り付けられ、ＬＲ縄文が施されている。その下にカニのはさ

み状沈線が施文されている。100は弧線と鋸歯状沈線による帯状文間に連続して円形刺突が施されて

いる。101は大型深鉢の口縁部。明黄褐色を呈する。口縁部も櫛歯状工具により施文されている。102

～104・109は縦位の短い鋸歯状沈線（縦Ｗ）が連続して施されている。102はバケツ形を呈する小型

深鉢。口縁部は無文で、胴部に幾何学的な帯状文が配されている。103は頸部がくびれ、弱い段をも

ち無文帯を設けている。口縁部と胴部上半は地文が全面に施文され、胴下部は地文を区画内に充填す

る手法をとっている。104は器壁の厚い大型深鉢。砂粒を多く含み重量感がある。太い沈線によりカ

ニのはさみ状帯状文などが配されている。105・106は頸部のくびれが強いやや小型の深鉢。黒褐色を

呈し、器壁がやや薄く硬質である。全体的に丁寧に調整されている。105は４単位の波頂部に内外面

に粘土紐が貼り付けられている。106～108は平行する帯状文間を曲線帯状文が連絡する文様構成をと

る。４単位のゆるやかな波頂部をもつ。107は帯状文を構成する沈線があまりていねいに施されてい

ない。108は内外面とも調整が丁寧である。109は平行する帯状文間の幅がやや不均一である。胎土に

砂粒が多い。内面はケズリ痕が明瞭である。
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図Ⅳ－３　Ⅱ群ａ類、Ⅱ群ｂ－１類（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－４　Ⅱ群ｂ－１類（２）
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図Ⅳ－５　Ⅱ群ｂ－１類（３）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－６　Ⅱ群ｂ－１類（４）
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図Ⅳ－７　Ⅱ群ｂ－４類（１）

森町森川４遺跡



51

Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－８　Ⅱ群ｂ－４類（２）
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図Ⅳ－９　Ⅲ群ａ類（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－10 Ⅲ群ａ類（２）
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図Ⅳ－11 Ⅲ群ｂ類、Ⅳ群ａ類（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－12 Ⅳ群ａ類（２）
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図Ⅳ－13 Ⅳ群ａ類（３）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－14 Ⅳ群ａ類（４）
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図Ⅳ－15 Ⅳ群ｂ類（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－16 Ⅳ群ｂ類（２）、Ⅴ群



森町森川４遺跡

Ⅳ群ｂ類に属するもの（110～127）

110～112はⅣ群ｂ－1類ウサクマイＣ式相当、113～122はⅣ群ｂ－2類手稲式、123～127はⅣ群ｂ－

3類 澗式併行に属する。

110～112はＬＲ縄文の地文を施文後、口縁部および胴部に横走沈線で幅広の区画帯を設け、鋸歯沈

線を密に施している。110は角形の口唇上にもＬＲ縄文が施されている。補修孔予定の孔が未貫通で

ある。111は器壁がやや厚く、沈線も太い。明黄褐色を呈し、器面はややざらつきがある。112は器壁

が薄い。地文は細かい節のＬＲ縄文が用いられている。内面調整はややていねいである。

113～122は、口唇下が無文部で、多段の横走沈線と連絡する弧線文が施されている、典型的な手稲

式のものが多い。口唇部付近は丁寧に磨かれ、全体的に調整が丁寧である。浅鉢（114・116）は暗赤

褐色を呈し、ややもろい。113は２本の横走沈線に１本の連続する弧線文が施文されたもの。器形な

どから手稲式と判断した。118は地文が無文で、トリサキ式に近い。119は縦位の直線も施されている。

120は横走沈線と弧線文で横Ｕ字文をなしている。121は極細のＬＲ縄文を地文とし、横走沈線間に連

続円形刺突が施されている。122は横走沈線間に磨り消しの無文帯を設けている。

123～127について、123は強い胴部くびれの下に帯状文を配し、口縁部･胴部に曲線区画文をえがい

ている。124・125は無文の壺で、入り組み帯状文などの区画外を窪ませて文様を浮き立たせている。

外面は磨かれているが内面は輪積み痕が残るなど凹凸が多い。126・127は同一個体。肥厚する切り出

し形口唇で、胴部くびれの段が明瞭である。口唇下およびくびれ部に刻み列をもつ。小礫を多く含み、

胎土が粗で、接合した土器以外の残片が多量にある。

Ⅴ群ｃ類に属するもの（128～133）

128～133は聖山Ⅱ式に属するものと思われる。128～130は口唇に細かい刻みがあり、わずかに窪ん

だ無文部を設け細かい連続刺突列を施す。２ないし３本の平行沈線は、わずかに押し引いた跡が残る。

細かい鉱物を多く含んでいる。132は口縁が内傾し肥厚する。131・133は器壁が薄く、丁寧に調整さ

れている台付鉢。131は台部に６ヵ所のすかし孔があり、Ｂ状に近い突起がめぐっている。133は口唇

が弱く刻まれ、台部に細かい刺突（刻み）列が巡らされている。

３）土製品（図Ⅳ－17、図版27）

土器片再生円盤（134～148）

134～136はⅡ群ｂ－1類、137～146・148はⅡ群ｂ－4類、147はⅣ群ａ類の土器片を円形に加工し、

周縁を擦っている。特に137～140・142・145・148は丁寧である。139・140・143は六角形に加工して

円形に近づけようとした跡が見られる。表面は摩滅しているものが多い。中央には貫通孔があけられ

ているものがほとんどであるが、137・139・144は貫通しておらず、147はまったくあけられていない。

136・144は周辺にも穿孔途中の孔がある。

Ⅱ群ｂ－4類のものは、多軸絡条体による撚糸文が残るものが多い（137・139・143・148）。

三角形土製品（149・150）

Ⅳ群ａ類の土器片を三角形に加工し、周縁を丁寧にすっている。表面に帯状文が残っている。

鐸形土製品（151）

ミニチュアの鐸形土製品。器壁が非常に薄く、もろい。内部は空洞である。頂部は指でつまんだ跡

がある。無文で、指紋がやや多く残っている。

（阿部）
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図Ⅳ－17 土製品
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（２） 石器（図Ⅳ－18～31、図版27～34）

石鏃（図Ⅳ－20－１～18）

25点出土した。大半がⅤ層出土であるが、５点がⅤd層から出土している。分布は調査区北側の旧

河道付近が密である。

１～９は平面形が三角形で、基部が凹基のもの。10・11は平面形が三角形で、基部が平基のもの。

縁辺が外湾する。12は木葉形のもので、最大幅は中央よりやや基部側に位置する。基部にアスファル

トの付着がある。13～18は有茎のもの。13は片側のみに明瞭なかえしがある。４・５・18は黒曜石製

である。

ポイント・ナイフ（図Ⅳ－20－19～27）

13点出土した。分布は、調査区北側から北西側にかけて多く、完形の出土が目立つ。

19は有茎でかえしが明瞭なもの。20～27は木葉形を呈するもの。20・21は片面加工のもので、刃部

の一部に両面加工が施されている。22・23は基部が平坦なもの。24～27は細長い形態のもので、26は

素材となる剥片を、剥離した際の打面が残る。

石錐（図Ⅳ－21－28～36）

12点出土した。すべてⅤ層からの出土である。分布は、調査区北側から中央付近にかけて多い。

28は石鏃の転用である。29は棒状のもの。30～32は薄い剥片を素材としたもの。33は刺突錐である。

34～36はやや厚い剥片を素材としている。

つまみ付ナイフ（図Ⅳ－21－37～47）

42点出土した。分布は、調査区北側の旧河道と中央付近の２つのまとまりが見られる。

37～39、42・43は内湾する刃部をもつもの。40・44は両側縁に刃部をもつもの。44のつまみ部はア

スファルトが付着している。45・46は木葉形を呈する。45は両面加工で黒曜石製である。37・42・43

の尖頭部は錐状の加工が施されている。39は尖頭部に樋状の剥離が見られ、彫器として使われた可能

性がある。47は横長のもの。

スクレイパー（図Ⅳ－22－48～59）

107点出土した。そのうち、88点がⅤ層から、森川の河川堆積物であるⅤ砂層から２点、Ⅴd層から

11点出土している。

48は木葉形を呈するもの。49はエンドスクレイパー。50は箆状を呈するもの。51～53は刃部が内湾

するもの。54は端部に急角度の加工が施されている。58尖頭部をもつもの。すべて頁岩製である。

石核（図Ⅳ－22－60）

14点出土した。分布は、北側から西側にかけて多くなる。

60は打面を変えながら、剥離されたもの。一部に原石面を残す。

石斧（図Ⅳ－23－61～70）

25点出土した。調査区北側に多く見られるが、低地部のほぼ全域から出土している。

全面が研磨された、67・70を除き、ほかは打ち欠きによる調整を施し、刃部、側縁などを研磨して

製作されたものである。65・70は数条の彫りの深い擦痕が見られる。66が片岩製、69・70が砂岩製の

ほかは緑色泥岩製である。

たたき石（図Ⅳ－24－71～73）

11点出土した。調査区の中央付近の多い。71・72は礫の両端に敲打痕が見られる。72は打ち欠きに

よる調整が施されている。73は棒状礫の側面を敲打したもの。

すり石（図Ⅳ－24－74～図Ⅳ－26－96）
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116点出土した。礫石器の中では最も多い。分布は、調査区北側の旧河道周辺に密である。

74・75は軽石製で、片面のみ使用している。76～79は偏平礫を用い両面を使用したもの。 80～96

は88を除き、断面三角形の礫の稜にすり面があるもの。84・92・93・96は敲打痕をもつ。94～96は小

形のもので、調整加工が見られず、素材をそのまま利用している。

扁平打製石器（図Ⅳ－27－97～図Ⅳ－28－112）

偏平礫を用い、周縁もしくは片面・両面の全面を半円状に打ち欠いて整形したもののほかに、周縁

の打ち欠きが全周せず、長軸両端のみのものも本類に含めた。

26点出土した。分布は調査区中央付近に多い。104は敲打痕をもつ。105・106は打ち欠きによる周

縁の調整と敲打による機能部の調整が施されたもので、使われていないもの。

北海道式石冠（図Ⅳ－29－113～図Ⅳ－30－125）

24点出土した。分布は、川原石が堆積した、旧河道沿いに多くみられる。破損して出土する例が多

い。114は三角形の礫を素材としている。116は敲打により把握部の頂部に、礫の長軸に沿って溝を作

出している。121～125は一部に原石面を残すが、全面を敲打により整形しているもの。やや大形のも

のが多い。

石鋸（図Ⅳ－31－126～128）

石鋸は、原材となる礫も含めて24点出土した。分布は、中央付近に多い。

すべて断面が細いV字型を呈する礫を用いて、その縁辺を機能部としている。機能部および礫の周

辺に打ち欠きによる調整が施されている。126・127は同一石材である。

砥石（図Ⅳ－31－129～131）

10点出土した。分布は、調査区北側と中央付近に限られる。

129・130は大形の偏平な自然礫をそのまま使用している。131は板状礫を素材としている。

（村田）
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図Ⅳ－18 包含層出土石器分布図（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－19 包含層出土石器分布図（２）
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図Ⅳ－20 石鏃、ポイント・ナイフ

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－21 石錐、つまみ付ナイフ
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図Ⅳ－22 スクレイパー、石核

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－23 石斧
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図Ⅳ－24 たたき石、すり石（１）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－25 すり石（２）
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図Ⅳ－26 すり石（３）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－27 扁平打製石器（１）
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図Ⅳ－28 扁平打製石器（２）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－29 北海道式石冠（１）
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図Ⅳ－30 北海道式石冠（２）

森町森川４遺跡
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Ⅳ　包含層出土の遺物

図Ⅳ－31 石鋸、砥石
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表Ⅳ－１　包含層出土掲載土器一覧（1） 
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表Ⅳ－１　包含層出土掲載土器一覧（2） 
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表Ⅳ－１　包含層出土掲載土器一覧（3） 
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表Ⅳ－１　包含層出土掲載土器一覧（4） 
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表Ⅳ－１　包含層出土掲載土器一覧（5） 

表Ⅳ－２　包含層出土掲載土製品一覧 
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表Ⅳ－３　包含層出土掲載石器一覧（1） 
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表Ⅳ－３　包含層出土掲載石器一覧（2） 

- - -

石鋸 

石鋸 

石鋸 



Ⅴ　自然科学的分析

森川４遺跡から出土した種実遺体について
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

森川４遺跡は北海道茅部郡森町に所在する。森川の右岸河畔に位置し、縄文時代前期から晩期の土

坑、石組炉、焼土などの遺構や土器や石器などの遺物が検出されている。

今回の分析調査では、両遺跡の各遺構から採取された種実の同定を行い、当時の植物利用に関する

情報を得る。

１.試料

試料は、焼土や石組炉などから採取された種実遺体４点約70粒（森4-1,6,8,9）が、試料番号別の袋

に入っている。試料の詳細は結果と併せて記す。

２.分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出した。種実の形態的特徴を所

有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑（石川,1994）、日本植物種子図鑑（中山ほか,2000）等

と比較して種類を同定し、個数を求めた。分析後の植物遺体等は、種類毎にビンに詰め、乾燥剤を入

れ保存する。

３.結果

種実遺体同定の結果、木本４種類（コナラ属、クリ、ブドウ属、ブドウ科）の種実と、種類不明の堅

果類（クリの破片と思われる）、や種実が同定された（表２）。種実は全試料が炭化しており、遺存状態

は悪い。種実の他に、木の芽や5mm角以下の炭化材や、不明炭化物（種類、部位の特定が困難な炭化物

を示す）などが検出された。以下に、同定された種実の形態的特徴を、木本、不明種実の順に記す。

〈木本〉

・コナラ属（Quercus） ブナ科

果実基部の着点部分が検出された。炭化しており黒色を呈す。完形ならば楕円体。着点部分は円形

で維管束の穴が輪状に並ぶ。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

子葉の破片が検出された。炭化しており黒色を呈す。完形ならば三角状広卵形、一側面は偏平で反

対面はわずかに丸みがある。破片の大きさ10mm程度。子葉は硬く緻密で、表面には内果皮（渋皮）

の圧痕の縦筋が走る。また、２枚からなる子葉の合わせ目の線に沿って半分に割れている個体がみら

れる。合わせ目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部には小さな孔（主根）がある。

・ブドウ属（Vitis） ブドウ科

種子が検出された。炭化しており黒色を呈す。広倒卵形、側面観は半広倒卵形。基部の臍の方に向

かって細くなり、嘴状に尖る。長さ3.5mm、径3mm程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中

央に縦筋が走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は柵状で薄く硬い。なお、同

定の根拠となる背面が欠損した破損個体を、ブドウ科（Vitaceae）にとどめた。
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〈不明種実〉

森4-8,森4-9から、不明種実の破片が検出された。完形ならば半長楕円形か?。やや偏平で半分に割

れている。破片の大きさ3mm程度。皮は薄く硬く、表面には微細な網目模様が縦列する。両試料は、

キハダ（Phellodendron ammrense Ruprecht;ミカン科キハダ属）の核の可能性がある。

86

４.考察

森川４遺跡の各遺構からは、落葉広葉樹のコナラ属、クリ、ブドウ属が検出された。二次林要素の

コナラ属、クリや、つる性木本のブドウ属は、伐採地や崩壊地などに先駆的に侵入する樹木で、現在

の本遺跡周辺の森林にも普通にみられる種類である（宮脇,1987）。これらの樹木は、当時本遺跡周辺

に存在した森林のエッジ（縁）環境などに生育していたものに由来すると思われる。

堅果類のコナラ属、クリは、コナラ属は一部を除きあく抜きを必要とするが、食用・長期間の保存

が可能で収量が多いことから、当時の本遺跡周辺の森林から持ち込まれ、植物質食糧として利用され

ていたことが推定される。ブドウ属は果実が多汁で生食が可能である。これらの有用植物が、各遺構

から検出された状況を考慮すると、遺跡近辺から持ち込まれ、利用されていたことが推定される。ま

た、炭化していることから、火熱を受けたものと思われる。

北海道の縄文時代遺跡から出土した種実では、クリは前期以降から報告されている。コナラ属はミ

ズナラやコナラ、カシワが報告されている。その他に、早期から晩期にわたってオニグルミの報告事

例が多く、トチノキ、ハシバミ、ヒシ、キハダ、ブドウ属、マタタビ属、ミズキ属なども報告されて

いる。本遺跡周辺では、八雲町の前期のコタン温泉遺跡、後期の浜松２遺跡、浜松５遺跡からクリが

報告されており、特に後期の浜松２遺跡、浜松５遺跡からは多量検出されている（山田・柴内,1997;

埋蔵文化財研究会,2001）。当社がこれまで実施した道内の遺跡の種実分析では、縄文時代からはオニ

グルミが検出されることが多く、道南ではクリが得られている（パリノ・サーヴェイ株式会社,未公

表資料）。

表Ⅴ－１　森川４遺跡出土種実遺体同定結果



Ⅴ　自然科学的分析

引用文献

青葉　高,1991,野菜の日本史. 八坂書房,317p.

埋蔵文化財研究会,2001,埋蔵文化財データーベース.第50回埋蔵文化財研究集会　環境と人間社会　－

適応、開発から共生へ－　発表要旨集.

宮脇　昭編,1987,日本植生史　北海道.至文堂,563p.

山田　悟郎・柴内　佐知子,1997,北海道の縄文時代遺跡から出土した堅果類－クリについて－.北海道

開拓記念館研究紀要,28,17-30

吉崎　昌一,1992,古代雑穀の検出.考古学ジャーナル,355,2-14.

付　フローテーションによる微細遺物の採取
試料

遺構の覆土、焼土、石組炉や包含層出土土器内部の土壌９サンプル、重量約5.5kg、体積約82rを

採取した。採取位置は、焼土（「森４－１～４」）、遺構覆土中の焼土（「森４－５」）、石組炉（「森

４－６～８」）、包含層出土土器内部の土壌（「森４－９」）である。

作業と経過

現地にて土壌乾燥を行った後、重量・堆積を計測し、フローテーションマシーンを用いて残渣・浮

遊物を回収した。発掘調査終了後、室内にて、土器・フレイクなどの微細な人口遺物や炭化物・骨片

などの微細な自然遺物の分別回収を肉眼および顕微鏡下で行った。

結果

土器の小片、炭化物が回収できた。土器はＭＦ－１とＭＳ－１から多く検出した。炭化物は全サン

プルから回収された。そのうち炭化種子の可能性のあるものは４サンプルから検出された。焼土Ｍ

Ｆ－１（森４－１）、石組炉ＭＳ－１（森４－６）、ＭＳ－２（森４－８）、包含層出土土器内（森

４－９）である。 （阿部・村田）
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Ⅵ　成果と課題

１　遺跡について
遺構について

検出した遺構は、すべて縄文時代のもので、土壙８基、柱穴状小ピット２基、石組炉２ヵ所、焼土

５ヵ所である。土壙のうちＭＰ－１以外は台地上または台地の縁辺部に位置している。これらは隣接

する森川３遺跡の遺構群と一連のものと考えられる。

石組炉と柱穴状小ピットは、調査区北側の低地部、Ⅴｂ層中から近接して検出された。焼土のＭ

Ｆ－５を含め、それぞれ関連した遺構と考えられる。ＭＳ－１には、縄文時代後期前葉のトリサキ式

土器が１個体残されていた。

焼土は、前期から晩期の各時期に属するものが検出された。ＭＦ－２からはⅢ群ａ類土器にともな

って、被熱した「石冠様石器」が出土している。

遺物について

遺物は、24,160点出土した。そのうち土器・土製品は21,418点である。縄文時代前期から晩期のも

のがあり、最も多いのは、Ⅳ群ａ類の7,479点、次いでⅡ群ｂ－１類の5,988点、Ⅱ群ｂ－４類の3,620

点である。分布は、Ⅱ群ｂ－１類は低地部の北側に多く、森川３遺跡の平成14年度調査区で、この時

期の土壙群が調査されている。Ⅱ群ｂ－４類は低地部の東側に多く、台地上の平成16年度の調査では、

この時期の大形の竪穴住居跡が３軒調査されている。また、おおまかに時期が新しくなるに従って、

分布が西側に広がる傾向がある。このことは河道の変遷に伴い、川沿いでの活動の場が移動したため

と考えられる。

石器は、2,742点出土した。剥片類を除いた472点の中で、すり石が117点と最も多く、水際で植物

質食料の粉砕・製粉などをおこなっていたことが推察される。

土層について

主な遺物包含層であるⅤ層は、河川の影響による二次堆積物や斜面の崩落土や流入土により、細分

できる部分がある。おおまかにⅤａ層、Ⅴｂ上層、Ⅴｂ下層、Ⅴｃ層、Ⅴｄ層の５つに分けることが

できた。Ⅴｄ層からはⅡ群ａ類・Ⅱ群ｂ－１類土器が出土し、焼土が１ヵ所検出された。崩落土をは

さんでⅤｃ層からは、Ⅱ群ｂ－４類土器が主に出土する。また、崩落土中からもⅡ群ｂ－４類土器が

多く出土することから、この崩落土は台地上で見つかった大形の竪穴住居跡と関連する可能性がある。

Ⅴｂ下層からはⅢ群の土器が主に出土する。Ⅴｂ上層からは焼土、Ⅳ群ａ類土器が残された石組炉、

柱穴状の小ピットが検出されている。砂層をはさみⅤａ層・Ⅴ砂層からはⅤ群ｃ類土器が多くみられ

るようになる。

これら、遺物の分布、川原石の堆積状況、層位ごとの土器の出土傾向などを模式的にあらわしたも

のが図Ⅵ－１である。左側は包含層出土の土器分布図で、出土数の多い上位５つの調査区と川原石の

堆積範囲を網掛けで示した。右側は主な出土層位と土壌の堆積に伴い、河川が現在の森川方向へ移動

した様子を表している。

遺物量の多寡はあるが、各時期に水際での活動の痕跡が見られる。また、台地上の森川３遺跡で遺

物が多く出土する時期は、その下方にあたる森川４遺跡でもその時期の遺物の出土数が増えることか

ら、両遺跡の強い関連が窺える。 （村田）
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図Ⅵ－１　遺物の分布と土層
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Ⅵ　成果と課題

２．縄文時代前期の土器について
森川４遺跡からは、縄文時代前期円筒土器下層ａ式およびｄ式が多く出土した。そのうち後者は典

型的なものが多いが、前者はその中でも古い段階、あるいはさらに前段階に属すると考えられるもの

が多い。ここでは、円筒土器下層ａ式とその直前段階に相当する土器について触れたい。

１）森川４遺跡における該期の土器の特徴

Ⅱ群ａ類およびⅡ群ｂ－１類に分類した土器の主な特徴は以下のとおりであった。

器形：いわゆるバケツ形、円筒形は少なく、口縁がやや外反し胴部がわずかにふくらみ底部がやや

すぼまるものが多い。尖底あるいはそれに近い底部が６個体含まれている。口縁は4単位のきわめて

緩やかな波状口縁が多い。胴部から口唇部に向かって器壁がやや薄くなり、口唇部は丸みを帯びる。

また口縁下に明瞭な隆帯がみられるものはない。

文様：地文は単節縄文はわずかで、複節の斜行縄文が多量にある。撚糸文や条痕文、竹管状施文具

による刺突がわずかにみられる。それ以外の文様はない。

胎土：Ⅳ章にも記載したが、Ａ．繊維を多量に含み砂粒をあまり多く含まず明黄褐色を呈するもの

と、Ｂ．繊維を含み砂粒を多量含み暗赤褐色を呈するもの、とがある。尖底のものを含め古い段階の

要素がみられるものはAが多い。

２）該期土器の例

春日町式との比較

函館市春日町遺跡出土土器により設定された同型式は、平縁・尖底を基本とし、胎土に繊維を含み

厚手でもろい。地文は結束羽状縄文がみられるが、多くは斜行縄文である。特徴は竹管状施文具によ

る押引文が口縁部や底部に施されることである。森川4遺跡ではこれらの土器に直接相当するものは

ないが、尖底である点（M1・4・5）や竹管状施文具による文様がみられる（M15）点が類似する。

松前町白坂遺跡第3地点では春日町式が出土している。竹管状施文具による押引文が施文されている

ものが特徴的で、尖底（S1・2）、極小の平底（S3）、平底（S4）がある。森川４遺跡の資料には押引文

が施されるものはないが、底部の器形はそれぞれ類似するものがある（S1－M1、S2－M4、S3－M6）。

松前町大津遺跡第2群は「春日町遺跡、早稲田貝塚のものと対比できるもの」、第3群は「円筒下層

式の直前くらいに位置されるもの」である。第２群は基本的に尖底であるが、O1のような平底の土

器もある。第3群について、口縁部が薄く撚糸文が施されるもの（O2）、地文の斜縄文に「ヘラ状の

ものでおしつけた感じの文様がつけられている」もの（O3）、複節縄文が施文された上げ底（O4）を

例示した。森川4遺跡のM7・M8およびⅣ章で示した底部に類似するものが多い。また未掲載の土器

破片にもこれらの土器に類似するものが多く含まれている。この第3群の一部（O2など）が江差町椴

川遺跡出土のものと類似することから、これらの一部の土器は「円筒土器下層式のはじめの方に入る

のではないかとも考え」られている。

深郷田式との比較

円筒土器下層a式の直前に位置づけられ、円筒土器の出現をたどる上で重要であるが、出土資料は

あまり多くないようである。胎土に繊維を多く含み、口縁が少し外反し、平縁で平底の深鉢が基本で

ある。文様は単節縄文・複節縄文・撚糸文を地文とし、特に付加条の縄文が施されることが特徴であ

る。また内面に貝殻条痕が施されることも大きな特徴である。森川4遺跡の土器は、口縁部の形状な

どこれらの土器と器形が類似するものが多い。しかし付加条の縄文が施されたものは見られず、内面

に条痕が一部調整痕のように残存するものがわずかにあるだけで、内外面ともに条痕があるものは

M27のみである。
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白座式との比較

青森県階上町白座遺跡では、円筒土器下層ａ式と大木２式の両方の影響を強く受けた土器として

「白座式」が提唱された。器形は円筒形のみならず深鉢形が多く、胴部が膨らむものがあることが大

きな特徴である。口縁部に葺瓦状撚糸文が集約されて施されるものが多く口唇上に刻みが見られるな

ど、円筒土器成立期の様相がよく現れているようである。中には不整撚糸文が胴部にまで施文される

など、大木２式の影響を強く受けたものがある。森川４遺跡の土器には、胴部がわずかに膨らむもの

はあるが、直接的に影響を受けたものはないと思われる。

円筒土器下層ａ式との比較

そもそも、山内清男により設定された円筒土器下層ａ式の文様の特徴の概略は、次のようであった。

口縁部の文様帯には不整撚糸文（結節回転文）が施されることが多く、頸部隆帯は少数例認められ、

その場合は１条である。口唇に点列が施される。体部は斜行縄文が多いが、組紐回転文や無文の例も

ある。森川４の土器には、不整撚糸文が施されるものは少数有り、頸部隆帯が明瞭なものはない。し

かし複節の斜行縄文が施され、尖底の土器群とはやや異なる胎土（上記Ｂ）であるものは多く、器形

が円筒形を示すものが少数ある。円筒土器下層ａ式そのものに相当するものが、少なからず含まれて

いるとみられる。

函館市（旧南茅部町）八木Ａ遺跡の例

縄文尖底土器群から円筒土器下層式への移行期の土器が、盛土遺構を主体に多量出土している。数

点例示した。Y1・Y2は深郷田式で、付加条の縄文（Y1）や内外面の貝殻条痕文（Y2）など典型的な

文様がみられる。これらの要素は円筒土器下層ａ式直前（Y3）や円筒土器下層ａ式（Y6）にもつな

がるものである。Y3は胴部がわずかに膨らみ底部がすぼまり弱い上げ底になっており、外面に条痕

や不整撚糸文がなく、円筒土器下層ａ式直前に比定されている。そして不整撚糸文が口縁部付近に集

約されるY5や頸部隆帯の発達したY6の円筒土器下層ａ式を例示した。そうした中に、Y4のような胴

部が膨らみ文様が口縁部に集約される、典型的な白座式が数多く出土している。

深郷田式や白座式など東北北部と密接に関係する土器や、噴火湾沿岸から影響を受けた土器がみら

れ、「円筒土器の成立を窺うには十分といえるだけの資料が出土して」いる。森川４遺跡ではこのよ

うに明確な特徴をもつものは少なく、むしろ円筒下層ａ式の範疇に収まるような土器群が多いように

見受けられる。

３）森川４遺跡出土の該期土器の位置づけ

円筒土器下層ａ式およびその直前の土器について、明確な型式細分をすることが困難なため便宜上

尖底のものを主体にⅡ群ａ類、それ以外をⅡ群ｂ－１類に区分して記述してきた。それらの土器群に

ついて、以上の各遺跡資料などから森川４遺跡の土器をふり返ると、次のように捉えられる。

①春日町式に相当するものが少数存在する（尖底の一部、竹管状施文具を用いた土器の一部）

②円筒下層式の直前段階に相当するものが大部分を占める

③円筒土器下層ａ式に属するものが少なからず含まれる（Ⅳ章図Ⅳ-6-30ほか、破片多数）

尖底土器群から円筒土器の成立期について、渡島半島南東部と南西部での変遷過程に深郷田式や春日

町式の影響の度合いで若干の差が認められる。渡島半島中部にあたる森川４遺跡においては、深郷田式

や白座式の影響は少なく、例示した中では大津遺跡第２群の一部と第３群の大部分が類似している。今

回例示しなかったが、函館市（旧戸井町）高屋敷川Ⅰ遺跡から森川４遺跡出土土器に非常に類似した土

器が多数出土している。噴火湾沿岸地域の該期の影響も含め、さらに検討を加えていく必要がある。

（阿部）
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図Ⅵ－２　円筒土器下層ａ式およびその直前の土器
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写真図版
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図版１

１　調査状況（北東から）

２　調査状況（南から）



98

図版２

１　基本土層（Ｌ－44区　南東から）

２　基本土層（Ｉ－44区　南西から）

３　基本土層（Ｎ－48区　南東から）
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図版３

１　ＭＰ－１断面（北から） ２　ＭＰ－１完掘（南から）

３　ＭＰ－２検出（東から）

４　ＭＰ－２断面（北西から）
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図版４

１　ＭＰ－２断面（南から） ２　ＭＰ－２小礫、焼土検出状況（北から）

３　ＭＰ－２小礫出土状況（北から） ４　ＭＰ－２完掘（東から）

５　ＭＰ－３断面（西から） ６　ＭＰ－３完掘（北西から）
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図版５

１　ＭＰ－４断面（南西から） ２　ＭＰ－４完掘（北から）

３　ＭＰ－５断面（南東から） ４　ＭＰ－５完掘（南東から）

５　ＭＰ－６断面（南西から） ６　ＭＰ－６完掘（西から）
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図版６

１　ＭＰ－７断面（北西から） ２　ＭＰ－７土器出土状況（南西から）

３　ＭＰ－７完掘（東から） ４　ＭＰ－７完掘（北西から）

５　ＭＰ－８断面（北西から） ６　ＭＰ－８完掘（西から）
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図版７

１　ＳＰ－１断面（西から） ２　ＳＰ－２断面（西から）

３　ＭＳ－１・２検出状況（西から）

４　ＭＳ－１（西から） ５　ＭＳ－２（西から）
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図版８

１　ＭＦ－１検出状況（西から）

４　ＭＦ－２出土状況（北から）

７　ＭＦ－５検出状況（南西から）

２　ＭＦ－２断面（西から）

３　ＭＦ－２断面（西から）

５　ＭＦ－３検出状況（西から）

６　ＭＦ－４検出状況（西から）
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図版９

遺構出土の土器（１）

ＭＰ－７（３）

ＭＦ－２（１）

ＭＳ－１（１）

ＭＦ－２（２）
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図版10

遺構出土の土器（２）
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図版11

遺構出土の石器等

遺構出土の石器

ＭＦ－２出土の石冠様石器
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図版12

Ⅱ群a類、Ⅱ群ｂ－１類（１）
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図版13

Ⅱ群ｂ－１類（２）
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図版14

Ⅱ群ｂ－１類（３）
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図版15

Ⅱ群ｂ－１類（４）
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図版16

Ⅱ群ｂ－４類（１）
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図版17

Ⅱ群ｂ－４類（２）
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図版18

Ⅲ群ａ類（１）
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図版19

Ⅲ群ａ類（２）
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図版20

Ⅲ群ｂ類、Ⅳ群ａ類（１）
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図版21

Ⅳ群ａ類（２）
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図版22

Ⅳ群ａ類（３）
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図版23

Ⅳ群ａ類（４）
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図版24

Ⅳ群ｂ類（１）
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図版25

Ⅳ群ｂ類（２）、Ⅴ群
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図版26

土製品
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図版27

石鏃、ポイント・ナイフ
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図版28

石錐、つまみ付ナイフ
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図版29

スクレイパー、石核
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図版30

石斧

たたき石・すり石（１）
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図版31

すり石（２）

すり石（３）
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図版32

扁平打製石器（１）

扁平打製石器（２）

97
98 99 100

101
102 103 104

105

106

107 108

109
110

111
112



129

図版33

北海道式石冠（１）

北海道式石冠（２）
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図版34

石鋸、砥石
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